
日
本
工
業
の
地
域
構
成
と
関
東
工
業
地
帯

｜
｜
統
計
分
析
に
も
と
づ
く
一
覚
書
｜
｜

瓶

敏

日本工業の地域構成と関東工業地帯

は
じ
め
に

日
本
資
本
主
義
は
、
戦
後
驚
異
的
な
資
本
の
高
度
蓄
積
を
お
し
進
め
、
軽
工
業
優
位
の
戦
前
の
構
造
と
は
全
〈
異
っ
た
、
重
化
学

工
業
優
位
の
再
生
産
構
造
を
築
き
あ
げ
て
き
た
。
鉄
鋼
業
と
機
械
工
業
を
基
軸
と
す
る
こ
の
重
化
学
工
業
は
、
現
在
世
界
的
不
況
の

な
か
で
強
力
な
国
際
競
争
力
を
発
揮
し
、
欧
米
と
の
問
で
激
し
い
経
済
的
摩
擦
を
引
起
す
ま
で
に
至
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
日
本
資

本
主
義
は
、
そ
の
内
部
に
極
め
て
特
異
な
構
成
と
矛
盾
を
も
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
ま
ず
工
業
内
部
の
構
成
の
点
で
、
中
小
零
細
企

業
の
占
め
る
比
重
が
欧
米
に
比
し
て
極
め
て
大
で
、
ま
た
頂
点
に
立
つ
重
化
学
工
業
独
占
と
そ
の
下
に
広
が
る
軽
工
業
・
中
小
零
細

企
業
と
の
聞
に
激
し
い
付
加
価
値
生
産
性
格
差
・
賃
金
格
差
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
農
業
が
こ
れ
ま
た
国
際
的

に
見
て
極
度
に
零
細
な
農
民
経
営
か
ら
構
成
さ
れ
る
と
と
も
に
、
工
業
と
農
業
と
の
聞
の
所
得
格
差
が
激
し
い
と
い
う
こ
と
で
あ

一
方
で
は
、
戦
後
、
農
地
改
革
に
よ
っ
て
零
細
地
片
の
私
的
所
有
が
創
出
さ
れ
、
こ
の
下
で
戦
前
来
の
零
細
農
民
経

る
。
こ
れ
は
、

営
が
、
む
し
ろ
戦
前
以
上
に
零
細
化
さ
れ
て
維
持
さ
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
こ
の
経
済
的
に
劣
弱
な
零
細
農
民
経
営
か
ら
の
労
働
力
排

出
を
一
支
点
と
し
て
低
賃
金
構
造
が
維
持
さ
れ
、
こ
れ
に
依
存
す
る
低
位
な
軽
工
業
・
中
小
零
細
企
業
が
戦
後
広
汎
に
再
出
し
た
こ
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と
、
他
方
で
は
、
こ
の
基
礎
上
で
、
こ
の
低
位
な
基
盤
と
の
激
し
い
格
差
を
含
み
な
が
ら
、
新
鋭
重
化
学
工
業
の
超
絶
的
な
構
築

が
、
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
の
「
冷
戦
」
戦
略
の
要
請
の
下
で
強
行
さ
れ
た
こ
と
に
も
と
．
つ
い
て
い
る
。
こ
れ
を
私
は
コ
ニ
層
の
格
差

構
造
」
と
呼
ぶ
の
で
あ
る
が
、
こ
の
格
差
構
造
と
低
賃
金
こ
そ
資
本
の
高
度
蓄
積
を
支
え
る
基
礎
を
な
し
た
と
と
も
に
、
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一
九
七

O

年
代
以
降
本
格
化
す
る
構
造
的
過
剰
を
生
み
出
す
規
定
因
と
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。

〈
拙
稿
「
戦
後
日
本
資
本
主
義
の
構
造
的
危
機
把
渥

の
た
め
に
」
、
『
社
会
科
学
年
報
』
第
十
号
所
収
、
参
照
。
）

こ
の
日
本
資
本
主
義
に
固
有
な
格
差
の
原
理
は
経
済
の
地
域
構
成
に
も
貫
き
、

一
方
に
お
け
る
経
済
力
の
過
度
集
中
と
他
方
に
お

け
る
過
疎
と
を
生
み
出
し
て
い
る
。
そ
れ
は
ま
た
激
し
い
地
域
問
所
得
格
差
を
も
た
ら
す
の
で
あ
っ
て
、
ト
ま
一
人
当
り
県
民
所
得

ハ
一
九
七
九
年
度
）
を
み
る
と
、
最
高
の
東
京
都
を
一

O
Oと
し
て
、
最
低
の
沖
縄
県
で
は
四
四
、
鹿
児
島
県
で
は
四
七
に
過
ぎ
な

ぃ
。
本
稿
は
、
こ
の
地
域
構
成
の
問
題
へ
の
一
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
、
工
業
の
地
域
構
成
の
歴
史
的
推
移
と
現
状
に
か
ん
す
る
若
千

の
基
礎
資
料
を
検
討
し
た
結
果
の
覚
書
で
あ
っ
て
、
地
域
格
差
の
頂
点
に
立
つ
首
都
圏
の
位
置
に
つ
い
て
一
つ
の
見
通
し
を
得
ょ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

部
門
別
地
域
構
成

ま
ず
、
部
門
別
地
域
構
成
の
推
移
を
概
観
す
る
た
め
に
第
一
表
を
掲
げ
る
。
こ
れ
は
、

『
国
勢
調
査
』
に
も
と
づ
い
て
、
画
期
と

ド｝ な
る
諸
年
次
の
製
造
業
就
業
者
の
部
門
別
地
域
構
成
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
九
ニ

O
（
大
正
九
）
年
に
つ
い
て

日
本
資
本
主
義
は
、
明
治
三

O
l四
O
年
の
頃
産
業
資
本
の
確
立
を
な
し
遂
げ
、
以
後
大
正
期
、
と
く
に
第
一
次
大
戦
中
に
大
き

く
躍
進
す
る
が
、

一
九
ニ

O
年
の
恐
慌
を
契
機
と
し
て
構
造
的
危
機
を
顕
在
化
さ
せ
る
に
至
る
。

『
国
勢
調
査
』
は
、
こ
の
一
九



O
年
に
始
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
時
点
で
の
製
造
業
の
地
域
構
成
は
、
危
機
の
展
開
か
ら
瓦
療
に
至
る
過
程
に
先
立
つ
と
こ

ろ
の
、

・戦
前
日
本
資
本
主
義
の
本
来
の
構
造
を
ほ
ぼ
忠
実
に
映
し
出
す
も
の
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。

。

こ
の
時
、
全
国
の
製
造
業
の
就
業
者
は
四
四
六
万
人
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
三
三
六
万
人
、
す
な
わ
ち
七
五
%
が
軽
工
業
に
従
事

し
、
繊
維
工
業
に
は
一
三
五
万
人
（
三
O
%
〉
が
従
事
す
る
の
に
対
し
、
重
化
学
工
業
の
就
業
者
は
全
体
で
一
一
O
万
人
（
二
五
万
）
に

過
ぎ
な
い
。
す
な
わ
ち
製
造
業
は
、
繊
維
工
業
を
基
軸
と
す
る
軽
工
業
の
圧
倒
的
優
位
の
構
成
を
と
っ
て
お
り
（
戦
前
軽
工
業
段
階
）
、

重
化
学
工
業
は
極
め
て
弱
体
で
、
鉄
鋼
・
金
属
製
日
中
・
輸
送
機
械
（
造
船
）
に
あ
る
程
度
の
集
積
が
見
ら
れ
て
い
た
に
と
ど
ま
る
。

こ
の
製
造
業
は
、
京
浜
（
六
八
万
人
二
五
%
）
と
阪
神
（
六
六
万
人
二
五
%
）
を
最
大
の
集
積
地
と
す
る
が
、
以
下
、
「
中
部
」

〆目、-, 

」
を
つ
け
た
場
合
東
海
を
除
く
、
以
下
同
じ
）
・
九
州
・
「
関
東
」
（
同
じ
く
京
浜
を
除
く
）
・
「
近
畿
」
（
同
じ
く
阪
神
を
除
く

γ

東
海
・
中
国
が
八
J
一
O
%
の
集
積
度
を
も
っ
て
こ
れ
に
続
く
と
い
う
地
域
構
成
を
示
す
。
こ
の
地
域
分
布
は
、
そ
の
後
現
在
に
至

日本工業の地域構成と関東工業地帯

る
日
本
資
本
主
義
の
全
時
期
を
通
じ
て
最
も
地
方
分
散
的
で
あ
る
と
言
い
う
る
。
そ
れ
は
、
工
業
が
軽
工
業
中
心
の
構
成
を
と
っ
て

い
た
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
っ
て
、
軽
工
業
の
集
積
度
で
は
「
中
部
」
が
京
浜
・
阪
神
を
凌
駕
し
、
基
軸
た
る
繊
維
工
業
は
「
中
部
」
を
最

大
の
集
積
地
と
し
て
、
「
関
東
」
・
阪
神
・
「
近
畿
」
・
東
海
・
京
浜
が
こ
れ
に
続
く
。
こ
の
六
地
域
の
繊
維
工
業
就
業
者
は
一
O
七
万

人
で
、
全
国
総
数
の
七
九
%
を
占
め
る
。
戦
前
日
本
資
本
主
義
の
中
核
で
、
主
要
な
輸
出
産
業
を
な
し
て
い
た
繊
維
工
業
（
綿
・
網

業
）
は
、
こ
れ
ら
地
域
に
集
積
さ
れ
た
労
働
者
ー
ー
そ
の
圧
倒
的
部
分
は
寄
生
地
主
制
下
の
小
作
貧
農
か
ら
流
出
し
た
無
権
利
低
賃

金
の
女
子
労
働
者
ー
ー
に
よ
っ
て
担
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
阪
神
を
中
心
と
す
る
綿
紡
績
業
と
、
長
野
を
中
心
と
し
、
「
中

部
」
・
「
関
東
」
・
東
海
に
広
が
る
製
糸
業
と
、
「
関
東
」
・
「
中
部
」
・
「
近
畿
」
に
展
開
す
る
織
物
業
と
い
う
姿
を
と
っ
て
い
た
。

軽
工
業
に
は
、
こ
の
外
に
食
料
品
、
木
材
・
木
製
品
に
代
表
さ
れ
る
地
場
産
業
的
な
も
の
が
あ
る
。
こ
の
両
部
門
の
各
地
域
に
お

け
る
分
布
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
人
口
比
率
と
極
め
て
相
似
の
姿
を
見
せ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
工
業
が
｜
｜
輸
出
向
け
な
ら
び
に
全
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国
市
場
向
け
に
編
成
さ
れ
た
繊
維
工
業
と
は
異
っ
て
｜
｜
地
域
市
場
と
深
い
関
連
を
も
っ
て
各
地
域
に
族
生
し
て
い
た
こ
と
を
う
か

が
わ
せ
る
。
軽
工
業
に
は
、
第
三
に
、
出
版
・
印
刷
、
ゴ
ム
、
皮
革
に
代
表
さ
れ
る
都
市
集
中
型
の
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
就
業

者
は
僅
か
な
も
の
ハ
ニ
万
J
九
万
人
）
で
あ
る
が
、
京
浜
と
甑
神
、
と
く
に
前
者
に
お
い
て
最
大
の
集
積
度
を
示
す
。
出
版
・
印
刷

78 

は
政
治
中
枢
と
都
市
文
化
と
に
密
接
に
関
わ
り
、
ゴ
ム
・
皮
革
は
こ
の
時
期
軍
需
と
の
関
連
が
大
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

軽
工
業
が
「
中
部
」
を
筆
頭
と
し
て
全
国
的
な
広
が
り
を
見
せ
て
い
た
の
と
は
対
照
的
に
、
重
化
学
工
業
は
京
浜
（
集
積
度
二
二
%
）

と
阪
神
（
同
一
一
一
%
）
に
強
い
集
中
を
示
す
。
こ
の
両
地
域
に
八
幡
製
鉄
所
を
擁
す
る
九
州
（
同
一
四
%
）
を
加
え
る
と
、
全
国
の

重
化
学
工
業
就
業
者
の
五
七
%
が
こ
の
三
地
域
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
重
化
学
工
業
の
地
域
的
集
中
は
次
の
事
情
に

よ
る
と
思
わ
れ
る
。
｜
｜
繊
維
工
業
を
中
核
と
し
て
全
国
に
広
が
る
軽
工
業
は
、
農
村
か
ら
流
出
す
る
低
賃
金
労
働
力
を
搾
取
土
壌

と
し
、
資
本
構
成
も
低
く
、
労
働
手
段
に
対
す
る
需
要
も
弱
く
、
各
地
域
に
お
い
て
自
ら
の
必
要
の
た
め
に
重
化
学
工
業
を
育
て
る

地
盤
と
し
て
は
な
お
弱
体
で
あ
っ
た
。
寄
生
地
主
制
下
の
零
細
農
耕
か
各
地
域
に
お
い
て
重
化
学
工
業
を
盛
り
立
て
る
地
盤
と
な
り

ハ
中
西
部
の
農
業
発
展
と
密
接
な
関
連
を
も
っ
て
ピ
y

ツ
バ

l
グ
周
辺
の
鉄
鋼
業
が
興

え
な
か
っ
た
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
い
。

隆
し
た
ア
メ
リ
カ
と
の
決
定
的
相
違
。
）
こ
う
し
た
構
造
的
制
約
の
下
で
、
重
化
学
工
業
は
政
治
的
・
軍
事
的
必
要
に
も
と
づ
い
て

上
か
ら
移
植
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
の
こ
と
が
そ
の
立
地
を
局
地
的
に
集
中
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

の
地
域
的
構
成
｜
と
く
に
そ
の
局
地
的
集
積
・
集
中
の
問
題
を
中
心
に

l
」
、
『
経
済
学
雑
誌
』
第
四
八
巻
第
四
号
、
四
回
｜
四
五
ペ
ー
ジ
参
照
。
〉

僻
地
に
一
挙
に
創
出
さ
れ
た
官
営
八
幡
等
の
場
合
を
除
け
ば
、
金
属
・
機
械
・
化
学
に
ま
た
が
る
重
化
学
工
業
諸
部
門
の
多
く
は
、

（
川
島
哲
郎
「
日
本
工
業

政
治
中
枢
と
寧
事
拠
点
に
近
く
、
貿
易
港
と
も
近
接
し
、
ま
た
各
種
手
工
業
職
人
の
伝
統
的
集
積
地
で
あ
っ
た
京
浜
・
限
神
に
集
中

す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

だ
が
、
重
化
学
工
業
の
二
大
集
積
地
た
る
京
浜
と
阪
神
を
比
較
す
る
と
、
阪
神
は
こ
の
時
期
の
重
化
学
工
業
の
二
大
支
柱
で
あ
る



－
鉄
鋼
と
輸
送
機
械
（
造
船
）
に
お
い
て
優
位
を
占
め
、
京
浜
は
金
属
製
品
、
一
般
機
械
・
武
器
、
電
気
機
械
、
精
密
機
械
に
お
い
て

最
大
の
集
積
度
を
も
っ
。
京
浜
は
、
ま
た
前
述
の
出
版
・
印
刷
、
ゴ
ム
、
皮
革
の
最
大
の
集
積
地
で
も
あ
る
。
阪
神
は
綿
工
業
の
最

大
の
集
積
を
抱
え
、
ま
た
綿
花
輸
入
・
綿
製
品
輸
出
の
最
大
の
貿
易
港
を
擁
し
、
こ
れ
と
の
関
連
を
一
つ
の
要
因
と
し
て
造
船
・
鉄

鋼
に
お
い
て
優
位
を
占
め
え
た
の
に
対
し
、
京
浜
が
集
積
度
第
一
位
を
占
め
た
一
般
機
械
・
武
器
、
電
気
機
械
、
精
密
機
械
等
は
、

こ
の
時
期
官
需
・
軍
需
と
の
強
い
関
連
な
し
に
は
存
立
し
え
な
か
っ
た
部
円
で
あ
っ
て
、
京
浜
は
、
と
り
わ
け
官
・
軍
需
へ
の
強
い

傾
斜
を
も
っ
た
工
業
地
と
い
う
性
格
を
も
っ
て
い
た
。
京
浜
と
阪
神
と
の
こ
の
相
違
は
、
そ
の
後
の
推
移
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す

と
と
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

ω 

一
九
四

O
（
昭
和
一
五
〉
年
に
つ
い
て

日
本
資
本
主
義
は
、

一
九
二
九
年
恐
慌
以
後
、
構
造
的
危
機
か
ら
の
脱
け
道
を
対
外
的
侵
略
に
求
め
て
ゆ
く
。
こ
の
過
程
で
、
戦

争
遂
行
の
た
め
に
繊
維
工
業
基
軸
の
軽
工
業
を
掘
崩
し
な
が
ら
（
遂
に
は
繊
維
工
業
の
労
働
手
段
の
屑
鉄
化
、
労
働
力
の
軍
需
工
場

帯地業工東関’Y』成構域地の業紅
万
人
へ
と
三
倍
強
に
増
大
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
戦
時
重
化
学
工
業
化
の
一
つ
の
柱
は
鉄
鋼
業
の
増
強
で
、
日
本
製
鉄
（
一
九
三

口
H

四
年
合
同
）
を
中
心
と
す
る
あ
い
つ
ぐ
拡
充
計
画
に
よ
っ
て
、
粗
鋼
生
産
高
は
一
九
二

O
年
の
八
五
万
ト
ン
か
ら
四

O
年
の
七
五
三
万

へ
の
徴
用
に
至
る
）
脆
弱
な
重
化
学
工
業
の
増
強
が
推
進
さ
れ
る
。

一
九
四

O
年
表
は
、
太
平
洋
戦
争
突
入
直
前
に
お
け
る
こ
の
戦

時
重
化
学
工
業
化
の
姿
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
r

こ
の
年
の
全
国
数
字
を
一
九
ニ

O
年
と
対
比
し
よ
う
。
製
造
業
就
業
者
総
数
は
、
四
四
六
万
人
か
ら
六
八
六
万
人
へ
約
一
・

五
倍
の
増
大
を
示
す
の
で
あ
る
が
、
軽
工
業
は
三
三
六
万
人
か
ら
三
四
三
万
人
へ
、
わ
ず
か
二
%
の
伸
び
に
止
ま
り
、
し
か
も
繊
維

工
業
は
二
二
五
万
人
か
ら
一
二
六
万
人
へ
と
六
%
の
減
、
食
料
品
工
業
は
五
五
万
人
か
ら
四
五
万
人
へ
と
一
七
%
の
減
を
記
録
す

る
。
こ
う
し
て
軽
工
業
を
停
滞
化
さ
せ
、
中
核
を
な
す
繊
維
工
業
を
解
体
さ
せ
な
が
ら
、
重
化
学
工
業
は
一
一

O
万
人
か
ら
三
四
三

79 



ト
ン
へ
と
急
増
せ
し
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
表
で
は
こ
れ
が
鉄
鋼
・
非
鉄
金
属
就
業
者
の
二
八
万
人
か
ら
四
六
万
火
へ
（
一
・
七

倍
）
と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
戦
時
重
化
学
工
業
化
の
最
大
の
眼
目
は
機
械
工
業
の
建
設
で
あ
っ
て
、
機
械
四
部
門
の
就
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業
者
の
合
計
は
一
九
二
O
年
の
三
二
万
人
か
ら
四
O
年
の
二
O
七
万
人
へ
、
実
に
六
・
四
倍
の
伸
び
を
示
し
、
一
般
機
械
・
武
器
は

七
・
九
倍
、
電
気
機
械
は
七
・
七
倍
、
輸
送
機
械
（
造
船
・
自
動
車
・
航
空
機
）
は
五
・
三
倍
、
精
密
機
械
は
三
・
六
倍
と
異
常
な

伸
び
を
記
録
す
る
。
他
方
、
民
間
消
費
な
ら
び
に
建
設
と
の
関
連
の
強
い
金
属
製
品
は
八
%
の
伸
び
に
止
ま
る
。
す
な
わ
ち
、
軽
工

業
な
ら
び
に
消
費
関
連
の
部
門
を
停
滞
化
さ
せ
、
あ
る
い
は
掘
崩
し
な
が
ら
、
直
接
軍
需
と
関
連
す
る
部
門
の
み
が
急
上
昇
す
る
、

と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
こ
こ
で
始
め
て
本
格
的
な
創
出
へ
の
努
力
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
年
、
重
化
学
工

業
就
業
者
は
製
造
業
全
体
の
五
O
%
を
占
め
る
に
至
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
軽
工
業
段
階
か
ら
重
化
学
工
業
段
階
へ
の
生
産
力
段

階
の
発
展
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、
再
生
産
外
消
耗
に
帰
す
る
軍
需
工
業
の
異
常
肥
大
に
と
も
な
う
経
済
構
造
の
瓦
壊
へ
’の
道

に
他
な
ら
な
か
っ
た
。

こ
の
戦
時
重
化
学
工
業
は
、
工
業
の
地
域
構
成
を
大
き
く
変
え
た
。
各
地
域
の
重
化
学
工
業
の
就
業
者
を
一
九
ニ
O
年
と
比
較
す

る
と
、
四
国
・
沖
縄
を
除
き
各
地
威
何
れ
も
二
倍
以
上
の
伸
び
を
示
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
京
浜
（
四
・
三
倍
）
、
東
海
（
四
・

四
倍
）
、
阪
神
三
一
了
二
倍
）
が
飛
び
放
け
た
伸
び
を
記
録
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
京
浜
は
、
重
化
学
工
業
集
積
度
を
一
九
二
O

年
の
二
二
%
か
ら
四
O
年
に
は
一
躍
三
O
M
に
高
め
、
突
出
し
た
重
化
学
工
業
中
心
地
と
な
っ
た
。
し
か
も
京
浜
は
、
ニ
O
年
前
阪

神
が
占
め
て
い
た
輸
送
機
械
第
一
位
の
地
位
を
も
奪
い
、
鉄
鋼
・
非
鉄
金
属
に
お
い
て
依
然
阪
神
に
譲
る
以
外
は
｜
｜
原
料
産
地
の

関
係
か
ら
各
地
域
に
分
布
す
る
窯
業
土
石
を
除
き
｜
｜
重
化
学
工
業
す
べ
て
の
部
門
で
全
圏
第
一
の
集
積
度
を
誇
る
に
至
っ
た
。
他

方
、
軽
工
業
就
業
者
は
、
繊
維
・
食
料
品
等
の
落
込
み
を
反
映
し
て
、
東
北
・
「
関
東
」
・
「
中
部
」
・
中
国
・
四
国
・
九
州
・
沖
縄
で

減
退
す
る
が
、
こ
こ
で
も
京
浜
・
東
海
・
阪
神
は
二

0
1四
O
%
の
増
加
を
示
す
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
箪
需
関
連
の
強
い
衣
服
、



ゴ
ム
、
皮
革
等
の
大
幅
な
伸
び
に
よ
る
。
そ
の
結
果
、
京
浜
は
軽
工
業
に
つ
い
て
も
全
国
最
大
の
集
積
地
と
な
る
に
至
っ
た
。

京
浜
工
業
地
帯
は
、
元
来
官
・
軍
需
へ
の
依
存
体
質
を
強
く
も
ち
、
他
地
域
と
は
隔
絶
し
た
機
械
工
業
ハ
特
に
一
般
機
械
・
武

恩
師
、
電
気
機
械
、
精
密
機
械
）
の
殆
ど
唯
一
の
集
積
地
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
と
り
わ
け
機
械
工
業
の
一
挙
創
出
を
至
上
命
令
と

す
る
戦
時
重
化
学
工
業
化
は
、
こ
の
京
浜
を
最
大
の
拠
点
と
し
て
展
開
す
る
以
外
に
は
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
戦
時
重

化
学
工
業
は
ま
ず
何
よ
り
も
工
業
（
な
か
ん
づ
く
重
化
学
工
業
）
の
京
浜
へ
の
異
常
集
中
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。

だ
が
同
時
に
、
各
部
門
を
仔
細
に
見
る
と
、
全
国
数
字
で
最
大
の
伸
び
を
記
録
し
た
一
般
機
械
・
武
器
、
電
気
機
械
を
始
め
と
す

る
機
械
諸
部
門
の
就
業
者
は
、
京
浜
・
阪
神
以
外
の
、
従
来
こ
れ
ら
諸
部
門
に
全
く
無
縁
で
あ
っ
た
諸
地
域
で
爆
発
的
な
伸
び
を
一
不

し
て
い
る
。
例
え
ば
一
般
機
械
・
武
器
の
場
合
、
北
海
道
で
一
一
二
倍
、
「
関
東
」
で
一
一
倍
、
「
中
部
」
で
一
四
倍
、
東
海
で
ご
ハ
倍
、

電
気
機
械
の
場
合
、
「
関
東
」
で
一
五
倍
、
輸
送
機
械
の
場
合
、
東
海
で
一
二
倍
、
と
い
う
具
合
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
戦
時
に
於
て
片
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田
舎
の
ガ
タ
ガ
タ
旋
盤
ま
で
お
役
に
立
て
る
」
（
小
宮
山
琢
二
明
日
本
中
小
工
業
研
究
』
、
一
一
一
一
I
t
－
－
一
ペ
ー
ジ
）
と
い
う
戦
時
重
化
学
工
業

化
の
然
ら
し
む
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
大
量
の
粗
悪
品
の
氾
濫
を
も
た
ら
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
戦
時
重
化
学

一
方
で
は
京
浜
工
業
地
帯
へ
の
異
常
集
中
と
、

工
業
化
は
、
こ
の
よ
う
に
、
軽
工
業
と
消
費
関
連
の
諸
部
門
を
犠
牲
と
し
な
が
ら
、

他
方
で
非
工
業
的
諸
地
域
に
お
け
る
重
化
学
工
業
の
急
造
成
と
い
う
こ
つ
の
方
向
で
強
行
さ
れ
た
。
こ
の
戦
時
重
化
学
工
業
化
は
、

結
局
経
済
全
体
を
瓦
壊
に
導
く
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
同
時
に
そ
の
崎
型
的
造
出
の
跡
を
戦
後
に
残
す
の
で
あ
る
。

（三4

一
九
五
五
ハ
昭
和
三

O
）
年
に
つ
い
て

敗
戦
と
戦
後
改
革
に
よ
っ
て
戦
前
の
軍
事
的
・
半
封
建
的
な
構
造
は
崩
壊
し
た
。

そ
れ
は
同
時
に
、

業
）
中
心
の
段
階
の
終
駕
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
農
地
改
革
と
労
働
者
・
農
民
の
解
放
は
、
戦
前
の
「
女
工
哀
史
」
に
も
と

づ
く
繊
維
製
品
の
国
際
競
争
力
を
過
去
の
も
の
と
し
た
。
戦
後
独
立
し
た
旧
植
民
地
諸
国
に
お
け
る
軽
工
業
の
発
達
と
新
技
術
に
よ

戦
前
の
軽
工
業
（
繊
維
工
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る
化
学
繊
維
の
登
場
の
下
で
、

日
本
資
本
主
義
は
、
も
は
や
戦
前
の
よ
う
に
綿
・
絹
二
大
繊
維
を
産
業
と
輸
出
の
中
心
と
す
る
こ
と
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は
で
き
ず
、
国
際
競
争
力
あ
る
重
化
学
工
業
を
育
成
し
、
こ
れ
を
基
軸
と
す
る
再
生
産
構
造
を
つ
く
り
あ
げ
る
と
い
う
方
向
で
戦
後

再
編
を
推
進
す
る
以
外
に
道
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
道
は
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
対
社
会
主
義
の
拠
点
と
し
て
日
本
の
重
化
学

工
業
育
成
に
全
面
的
支
援
を
与
え
た
ア
メ
リ
カ
の
「
冷
戦
」
政
策
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
だ
が
、
こ
の
戦
後
重
化
学

工
業
化
は
一
挙
に
は
進
ま
な
い
。
戦
時
中
と
敗
戦
直
後
の
直
接
的
生
活
水
準
の
飢
餓
的
水
準
へ
の
押
下
げ
の
あ
と
、
朝
鮮
戦
争
特
需

を
契
機
と
す
る
生
産
上
昇
は
ま
ず
消
費
資
料
生
産
部
門
を
中
心
と
し
て
展
開
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
一
九
五

0
1五
五
年
の

再
編
「
第
一
階
梯
」
を
な
す
。
本
格
的
な
戦
後
重
化
学
工
業
化
は
、
こ
の
「
第
一
階
梯
」
に
お
け
る
直
接
的
生
活
水
準
の
ほ
ぼ
戦
前

レ
ベ
ル
へ
の
回
復
の
の
ち
、
生
産
手
段
生
産
部
門
を
中
心
と
す
る
一
九
五
五

1
六
一
年
の
高
度
蓄
積
八
再
編
「
第
二
階
梯
」
）
を
通
じ

（
山
田
盛
太
郎
「
戦
後
再
生
産
機
造
の
基
礎
過
程
」
、
『
社
会
科
学
研
究
年
報
』
第
三
号
所
収
、
拙
稿
「
戦
後
日
本
資

て
推
進
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

本
主
義
の
諸
画
期
」
、
『
講
座
今
日
の
日
本
資
本
主
議
』
第
二
巻
所
収
、
参
照
。
）
一
九
五
五
年
表
は
、
こ
の
「
第
一
階
梯
」
終
了
時
点
の
様
相

を
示
す
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
全
国
数
字
を
一
九
四
O
年
と
比
較
し
よ
う
。

『
国
勢
調
査
』
に
よ
れ
ば
、

一
九
五
五
年
の
製
造
業
就
業
者
総
数
六
九
O
万
人

は
、
四
O
年
の
六
八
六
万
人
か
ら
四
七
年
五
四
四
万
人
へ
の
落
込
み
の
の
ち
、

五
O
年
五
六
九
万
人
を
経
て
再
び
戦
前
レ
ベ
ル
に
回

復
し
た
姿
を
一
示
す
。
四
O
J
五
五
年
の
増
加
率
は

0
・
六
%
で
あ
る
。
し
か
し
内
部
構
成
は
大
き
く
変
り
、
重
化
学
工
業
の
一
九
%

滅
に
対
し
て
軽
工
業
は
ニ
O
%
増
加
し
た
結
果
、

四
O
年
の
重
・
軽
何
れ
も
五
O
%
を
占
め
て
い
た
構
成
は
、

五
五
年
に
は
軽
工
業

六
O
Z
、
重
化
学
工
業
四
O
M
へ
と
変
化
し
た
。
戦
時
重
化
学
工
業
の
崩
療
の
の
ち
、
上
記
「
第
一
階
梯
」
を
通
じ
て
消
費
資
料
中

心
の
生
産
拡
大
が
進
行
し
、
工
業
を
再
び
軽
工
業
優
位
の
構
成
へ
と
変
え
た
の
で
あ
る
。

軽
工
業
の
内
部
を
見
る
と
、
伝
統
的
に
そ
の
中
心
を
な
し
て
き
た
繊
維
工
業
は
、
こ
の
年
戦
時
の
落
込
み
か
ら
立
直
り
ほ
ぼ
戦
前



一
九
四
O
年
に
比
し
て
な
お

0
・
四
%
及
ば
ず
、
す
で
に
中
核
産
業
と
し
て
の
地
位
を
失
い

水
準
ま
で
回
復
し
て
い
る
と
は
い
え
、

つ
つ
あ
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
地
域
別
で
は
、
戦
前
最
大
の
集
積
地
で
あ
っ
た
「
中
部
」
が
一
九
一
一
O
年
お
よ
び
四
O
年
の
二
七

万
人
か
ら
二
二
万
人
に
低
下
し
た
の
を
筆
頭
と
し
て
、
京
浜
・
「
関
東
」
・
東
北
が
そ
れ
ぞ
れ
一
九
二
O
年
お
よ
び
四
O
年
レ
ベ
ル
か

ら
大
幅
に
低
下
す
る
の
に
対
し
、
東
海
は
ニ
O
年
一
五
万
人
、
四
O
年
二
O
万
人
か
ら
五
五
年
二
七
万
人
に
増
加
し
て
地
域
別
集
積

度
の
ト
ッ
プ
を
占
め
、
阪
神
・
「
近
畿
」
・
中
国
も
そ
れ
ぞ
れ
増
加
を
示
す
。
戦
前
か
ら
戦
後
に
か
け
て
、
化
繊
登
場
に
と
も
な
い
製

糸
業
は
嬢
滅
的
打
撃
を
受
け
、
他
方
、
綿
紡
績
・
綿
織
物
業
は
輸
出
な
ら
び
に
圏
内
市
場
向
け
に
再
興
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
・
こ
の

こ
と
が
繊
維
工
業
の
地
域
的
重
心
を
「
中
部
」
・
「
関
東
」
か
ら
東
海
・
「
近
畿
」
・
中
国
に
移
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
衣
服
等
繊

維
製
品
部
門
は
、
一
九
二

0
1四
O
年
に
一
・
九
倍
の
増
加
を
見
せ
、
軍
需
と
の
か
か
わ
り
を
う
か
が
わ
せ
た
の
で
あ
る
が
、

九

五
五
年
に
は
四
O
M
近
い
大
幅
な
低
下
を
一
示
す
。
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以
上
、
繊
維
お
よ
び
衣
服
で
就
業
者
が
低
下
し
た
の
を
除
い
て
、
軽
工
業
の
他
の
諸
部
門
は
何
れ
も
一
九
四
O
I
五
五
年
に
大
幅

な
伸
び
を
記
録
し
、
し
か
も
京
浜
・
阪
神
の
工
業
中
心
地
以
外
の
諸
地
域
で
そ
の
伸
び
が
著
し
い
。
こ
の
傾
向
は
、
食
料
品
、
木
材

・
木
製
品
等
、
元
来
地
方
分
散
的
で
あ
っ
た
産
業
に
お
い
て
も
、
ま
た
出
版
・
印
刷
、
ゴ
ム
、
皮
革
等
の
都
市
集
中
型
で
あ
っ
た
産

業
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
こ
の
結
果
、
京
浜
・
阪
神
に
お
け
る
軽
工
業
就
業
者
の
集
積
度
は
僅
か
な
が
ら
低
下
し
、
軽
工
業
は

全
体
と
し
て
分
散
傾
向
を
示
し
た
の
で
あ
る
。

軽
工
業
の
増
大
に
対
し
、
重
化
学
工
業
は
一
九
四

0
1五
五
年
に
大
幅
な
低
下
を
見
せ
た
。
と
り
わ
け
鉄
鋼
・
非
鉄
金
属
は
四
六

万
人
か
ら
三
七
万
人
へ
（
一
九
%
減
〉
、

一
般
機
械
・
武
器
は
九
四
万
人
か
ら
四
一
万
人
ヘ
ハ
五
六
%
減
）
、
輸
送
機
械
は
七
四
万

人
か
ら
三
七
万
人
へ
（
五
O
%
減
）
と
低
下
し
、
戦
時
下
の
も
つ
ば
ら
軍
需
の
た
め
に
急
造
成
さ
れ
た
重
化
学
工
業
が
瓦
壊
し
た
こ

と
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
様
相
は
部
門
毎
に
か
な
り
異
る
。
鉄
鋼
・
非
鉄
金
属
は
京
浜
・
「
中
部
」
・
阪
神
・
九
州
に
お
い
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て
減
少
が
最
も
大
き
く
、
他
の
諸
地
域
で
は
む
し
ろ
増
大
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
二
貫
製
鉄
所
を
中
心
と
す
る
鉄
鋼
業
の
拠
点

84 

に
お
い
て
は
、
戦
時
体
制
の
瓦
壊
と
五
一
年
に
始
ま
る
合
理
化
投
資
を
通
じ
て
就
業
者
の
減
少
が
も
た
ら
さ
れ
た
の
に
対
し
、
他
の

諸
地
域
で
は
消
費
に
連
る
鉄
鋼
二
次
加
工
業
の
就
業
者
が
維
持
ま
た
は
増
大
し
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
金
属
製
品
は
建
設
お
よ

び
家
計
消
費
と
強
い
関
連
を
も
つ
も
の
で
、
戦
時
下
に
は
そ
の
増
大
が
抑
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
五
五
年
に
は
全
国
各
地
域

で
大
幅
な
増
加
を
示
す
と
と
も
に
、
戦
時
下
の
京
浜
・
阪
神
へ
の
極
度
の
集
中
か
ら
地
方
へ
の
分
散
が
進
む
。

一
般
機
械
・
武
器
は

戦
時
下
最
も
極
端
に
増
大
が
図
ら
れ
た
部
門
で
、
し
た
が
っ
て
一
九
四

0
1五
五
年
の
低
下
率
も
最
大
で
あ
る
が
、
な
か
で
も
京
浜

・
阪
神
に
お
け
る
低
下
は
最
も
大
き
く
、
東
海
・
「
関
東
」
等
の
集
積
度
が
高
め
ら
れ
て
い
る
。
電
気
機
械
は
、
戦
前
は
微
々
た
る
も

の
で
戦
時
下
に
始
め
て
創
出
さ
れ
た
産
業
と
言
い
う
る
程
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、

の
伸
び
を
示
す
。
こ
こ
で
は
、
京
浜
で
僅
か
な
減
少
を
示
す
以
外
、
す
べ
て
の
地
域
で
就
業
者
増
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
戦
時

一
九
四
O
J
五
五
年
に
全
国
の
就
業
者
は
一
二
%

下
各
地
域
に
移
植
さ
れ
た
こ
の
産
業
が
戦
後
消
費
需
要
と
結
び
つ
い
て
あ
る
展
開
を
見
せ
た
こ
と
を
推
察
さ
せ
る
。
輸
送
機
械
は
、

一
九
四
O
年
に
は
航
空
機
と
造
船
を
二
本
の
柱
と
し
て
い
た
が
、
前
者
は
戦
後
壊
滅
し
、
後
者
は
戦
後
再
建
さ
れ
る
が
、
全
体
と
し

て
四

0
1五
五
年
に
大
幅
な
低
下
を
示
す
。
こ
れ
は
全
国
各
地
域
に
共
通
で
あ
る
。
化
学
は
、
戦
時
下
の
箪
需
用
か
ら
戦
後
化
学
肥

料
お
よ
び
民
間
消
費
関
連
に
転
換
し
、
阪
神
の
微
減
を
例
外
と
し
て
全
国
各
地
域
で
増
大
を
示
す
。

以
上
、
戦
後
「
第
一
階
梯
」
の
帰
結
を
な
す
こ
の
年
に
、
製
造
業
は
再
び
軽
工
業
優
位
の
構
成
を
と
り
、
重
化
学
工
業
も
消
費
資

料
関
連
の
諸
部
門
が
そ
の
比
重
を
増
大
さ
せ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
重
・
軽
何
れ
の
部
門
に
お
い
て
も
京
浜
・
阪
神
の
ウ
エ
イ
ト
を
低

下
さ
せ
、
工
業
の
全
国
諸
地
域
へ
の
拡
散
を
も
た
ら
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
経
済
の
基
礎
構
造
を
掘
崩
す
程
の
異
常
な
戦
時
重

化
学
工
業
化
の
場
合
と
比
較
し
て
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
京
浜
・
阪
神
ニ
大
工
業
地
帯
、
と
り
わ
け
前
者
へ
の
工
業
集
中
の
型
そ
の
も

の
を
く
つ
が
え
す
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
京
浜
は
、
製
造
業
就
業
者
の
ニ
O
%
、
重
化
学
工
業
就
業
者
の
二
六
%
を
集
積
し
（
鉄
鋼



－
非
鉄
金
属
お
よ
び
窯
業
土
石
を
除
く
重
化
学
工
業
の
全
部
門
に
お
い
て
第
一
の
集
積
地
で
あ
る
こ
と
に
変
り
は
な
か
っ
た
。
そ
し

て
こ
の
時
点
で
の
京
浜
へ
の
工
業
集
積
が
、
こ
れ
に
続
く
重
化
学
工
業
基
軸
の
高
度
蓄
積
の
拠
点
と
な
る
の
で
あ
る
。

細）

一
九
七
五
ハ
昭
和
五

O
）
年
に
つ
い
て

一
九
五
五
年
を
転
換
点
と
し
て
、
そ
れ
ま
で
の
軽
工
業
中
心
の
拡
大
か
ら
重
化
学
工
業
中
心
の
拡
大
へ
と
移

行
し
た
。
五
五
J
六
一
年
（
再
編
「
第
二
階
梯
」
）
の
再
生
産
を
主
導
し
た
の
は
、
鉄
鋼
・
機
械
・
重
電
機
器
、
石
油
精
製
・
石
油

化
学
等
の
生
産
手
段
生
産
部
円
で
あ
り
、
と
り
わ
け
「
投
資
が
投
資
を
呼
ぶ
」
と
い
う
第
I
部
門
の
内
部
循
環
で
あ
っ
た
。
こ
の
時

期
推
進
さ
れ
た
資
本
の
高
度
蓄
積
の
矛
盾
は
、

日
本
資
本
主
義
は
、

一
九
六
二
年
・
六
五
年
不
況
と
し
て
顕
在
化
し
、
六

0
年
代
前
半
蓄
積
テ
ン
ポ
は
や
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や
低
下
す
る
が
、
し
か
し
そ
の
な
か
で
自
動
車
・
家
電
機
器
・
合
成
繊
維
・
合
成
樹
脂
等
の
重
化
学
工
業
の
後
続
諸
部
門
の
構
築
が

進
め
ら
れ
、
六

0
年
代
の
半
ば
頃
、
鉄
鋼
｜
機
械
1

自
動
車
お
よ
び
石
油
精
製
｜
石
油
化
学
の
二
系
列
に
ま
た
が
る
重
化
学
工
業
の

生
産
体
系
が
形
成
さ
れ
、
再
生
産
構
造
の
基
軸
と
な
る
に
至
っ
た
。
こ
こ
に
日
本
の
戦
後
重
化
学
工
業
段
階
が
画
さ
れ
る
。
し
か

し
、
こ
の
戦
後
重
化
学
工
業
創
出
の
過
程
は
、
同
時
に
、
重
化
学
工
業
独
占
と
軽
工
業
・
中
小
零
細
企
業
と
の
聞
の
格
差
を
拡
大

し
、
ま
た
農
工
間
格
差
を
激
成
し
て
ゆ
く
過
程
で
あ
っ
て
、
基
軸
を
な
す
重
化
学
工
業
体
系
の
形
成
と
と
も
に
、
こ
の
三
層
格
差
構

造
の
底
辺
の
解
体
が
始
ま
る
（
零
細
農
民
経
営
の
解
体
、
中
小
零
細
企
業
の
倒
産
・
経
営
危
機
）
。
だ
が
一
九
六
五
年
以
降
、
ア
メ

リ
カ
帝
国
主
義
の
ベ
ト
ナ
ム
侵
略
に
と
も
な
う
大
量
の
ド
ル
・
ス
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
依
存
し
、
政
府
の
赤
字
国
債
発
行
に
よ
る
景
気

対
策
に
助
け
ら
れ
て
、
再
度
の
高
度
蓄
積
が
推
進
さ
れ
、
重
化
学
工
業
体
系
は
さ
ら
に
巨
大
な
規
模
に
ふ
く
れ
あ
が
り
、
日
本
は
世

界
の
「
経
済
大
国
」
と
な
る
。
日
本
の
重
化
学
工
業
は
強
い
国
際
競
争
力
を
発
揮
し
、
資
本
主
義
世
界
体
制
の
基
軸
国
ア
メ
リ
カ
の

経
済
的
基
礎
を
脅
か
し
、
国
際
的
危
機
の
一
要
因
た
る
役
割
を
果
す
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
、
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一
九
七
一
年
の
．I
M
F体
制
崩
壊
と

ア
メ
リ
カ
の
ベ
ト
ナ
ム
敗
退
を
契
機
と
し
て
戦
後
「
冷
戦
」
体
制
の
解
体
が
始
ま
り
、
七
三
年
石
油
危
機
に
触
発
さ
れ
て
資
本
主
義



諸
国
の
経
済
は
深
刻
な
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
入
り
こ
む
の
で
あ
る
が
、
こ
の
な
か
で
日
本
資
本
主
義
の
構
造
的
危
機
の
展
開
が
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本
格
化
す
る
（
前
倒
伺
拙
稿
「
戦
後
日
本
臨
民
本
主
義
の
諸
画
期
」
参
照
）
。

一
九
七
五
年
表
は
こ
の
時
点
の
姿
を
示
す
も
の
で
あ
っ
て
、

相し

た
が
っ
て
一
九
五
五
年
と
七
五
年
は
、
戦
後
高
度
蓄
積
（
重
化
学
工
業
化
）
の
始
点
と
到
達
点
を
表
わ
し
て
い
る
。

ま
ず
全
国
数
字
に
つ
い
て
見
る
と
、
製
造
業
就
業
者
は
一
九
五
五
J
七
五
年
に
六
九
O
万
人
か
ら
一
一
二
一
六
万
人
へ
、

一
・
九
倍

に
増
大
す
る
が
、
軽
工
業
が
四
一
三
万
人
か
ら
六
O
五
万
人
へ
、

一
・
五
倍
の
伸
び
に
止
ま
る
の
に
対
し
、
重
化
学
工
業
は
二
七
七

万
人
か
ら
七
一
一
万
人
へ
、
実
に
二
・
六
倍
の
伸
び
を
記
録
し
て
い
る
。
こ
の
重
・
軽
両
部
門
の
伸
び
率
の
聞
き
は
注
目
に
値
い
す

る
も
の
で
あ
っ
て
、
戦
後
重
化
学
工
業
が
軽
工
業
の
順
当
な
発
展
の
上
に
自
生
的
・
内
生
的
に
築
き
上
げ
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、

外
部
の
カ
に
よ
っ
て
、
す
な
わ
ち
「
冷
戦
」
戦
略
の
必
要
に
も
左
ず
く
ア
メ
リ
カ
の
支
援
と
そ
れ
に
依
存
し
た
日
本
政
府
の
上
か
ら

の
力
に
よ
っ
て
創
出
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
急
速
な
伸
び
の
結
果
、
製
造
業
に
占
め
る
重
化
学
工
業
の
比
重
は
、

倍
、
金
属
製
品
が
三
・
三
倍
、

一
九
五
五
年
の
四
O
M
か
ら
七
五
年
の
五
四
%
に
高
ま
っ
た
。
こ
の
間
、
重
化
学
工
業
内
部
で
は
、
鉄
鋼
・
非
鉄
金
属
が
二
・
一

一
般
機
械
・
武
器
が
ニ
・
七
倍
、
電
気
機
械
が
四
・
三
倍
、
輸
送
機
械
が
二
・
七
倍
、
精
密
機
械
も

二
・
七
倍
、
化
学
が
一
・
五
倍
、
石
油
石
炭
が
一
・
八
倍
、
窯
業
土
石
が
一
・
八
倍
と
い
う
伸
び
を
示
し
、
総
じ
て
鉄
鋼
｜
機
械
部

門
の
急
上
昇
が
主
軸
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
一
九
五
五

1
七
五
年
の
重
化
学
工
業
の
増
加
を
地
域
別
に
調
べ
る
と
、
最
低
が
九
州
の
一
・
八
倍
、
最
高
が
「
関
東
」
の
四
・

六
倍
で
、
京
浜
ハ
ニ
・
二
倍
）
、
阪
神
（
一
了
一
一
倍
）
は
伸
び
率
の
全
国
平
均
台
一
・
六
倍
）
よ
り
も
低
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ

の
結
果
、
重
化
学
工
業
就
業
者
の
地
域
集
積
度
に
大
き
な
変
化
が
生
じ
た
。

年
二
六
%
か
ら
七
五
年
二
三
%
に
低
下
し
、
二
位
は
阪
神
で
二
O
%
か
ら
一
六
%
に
低
下
し
た
の
に
対
し
、
「
関
東
」
が
集
積
度
を
八

一
位
は
依
然
と
し
て
京
浜
で
あ
る
が
、
集
積
度
は
五
五

%
か
ら
一
四
%
に
高
め
て
三
位
に
登
場
し
、
東
海
は
四
位
で
一
O
%
か
ら
一
一
一
%
に
集
積
度
を
高
め
て
い
る
。
中
国
は
集
積
度
七
%



で
変
ら
ず
、
九
州
は
九
%
か
ら
六
%
へ
と
集
積
度
を
低
下
さ
せ
て
い
る
。
こ
う
し
て
、
重
化
学
工
業
の
伝
統
的
な
集
積
地
で
あ
っ
た

・

京
浜
・
阪
神
の
比
重
は
む
し
ろ
低
下
し
、
「
関
東
」
・
東
海
が
新
た
に
重
化
学
工
業
地
帯
と
し
て
立
ち
現
わ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

だ
が
、
京
浜
と
「
関
東
」
の
重
化
学
工
業
の
内
部
構
成
比
率
を
比
較
し
て
み
る
と
、
両
者
が
極
め
て
よ
く
似
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

す
な
わ
ち
、
「
関
東
」
が
鉄
鋼
・
非
鉄
金
属
の
構
成
比
八
%
で
京
浜
（
五
%
〉
を
大
き
く
引
き
離
す
ほ
か
は
、
金
属
製
品
（
京
浜
一
一

一
般
機
械
・
武
器
ハ
一
O
%
と
八
%
）
、
電
気
機
械

2
六
%
と
一
四
%
〉
、
輸
送
機
械
（
九
%
と
七
%
〉
、

%
、
「
関
東
」
一
一
%
）
、

精
密
機
械
バ
四
%
と
四
%
）
、
化
学
（
六
%
と
四
%
〉
、
石
油
石
炭
（

0
・
六
%
と

0
・
五
%
）
の
何
れ
に
お
い
て
も
、
京
浜
と
「
関

東
」
は
よ
く
似
た
構
成
比
を
も
っ
。
す
な
わ
ち
、
鉄
鋼
業
に
比
し
て
機
械
四
部
門
の
構
成
比
が
比
較
的
大
で
あ
り
、
と
り
わ
け
電
気

機
械
、
精
密
機
械
の
比
重
が
大
き
い
と
い
う
点
で
、
「
関
東
」
の
重
化
学
工
業
の
構
成
は
京
浜
と
相
似
的
な
形
を
も
っ
て
い
る
。
こ
の

点
は
、
鉄
鋼
・
非
鉄
金
属
と
金
属
製
品
の
構
成
比
が
大
で
機
械
諸
部
門
、
と
り
わ
け
電
気
機
械
、
輸
送
機
械
、
精
密
機
械
の
比
重
が
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小
さ
い
阪
神
と
も
、
輸
送
機
械
の
比
重
の
み
が
と
く
に
大
で
、
電
気
機
械
、
精
密
機
械
の
構
成
比
が
そ
れ
に
と
も
な
わ
な
い
東
海
と

も
、
国
持
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
関
東
」
は
京
浜
重
化
学
工
業
の
地
域
的
鉱
大
と
と
ら
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
京

浜
重
化
学
工
業
は
、
高
度
蓄
積
過
程
で
関
東
全
域
に
拡
大
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

一
つ
の
ま
と
ま
り
を
も
っ
た
関
東
（
「

」
の
な
い

場
合
京
浜
を
含
む
、
以
下
同
じ
）
工
業
地
帯
へ
と
展
開
を
遂
げ
た
の
で
あ
っ
て
、
前
述
の
「
関
東
」
重
化
学
工
業
の
急
上
昇
、
京
浜

の
そ
れ
の
伸
び
率
の
相
対
的
緩
慢
は
、
こ
の
首
都
圏
重
化
学
工
業
の
京
浜
か
ら
関
東
一
円
へ
の
地
域
的
拡
大
の
そ
れ
ぞ
れ
の
側
面
を

示
す
指
標
で
し
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
、

，旧
重
化
学
工
業
集
積
地
の
周
辺
へ
の
拡
大
、
と
言
う
よ
り
も
、
己
れ
の
姿

に
似
せ
て
周
辺
地
域
の
産
業
構
造
を
つ
く
り
変
え
る
と
い
う
巨
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
噴
出
は
、
医
神
で
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
「
近

畿
」
の
重
化
学
工
業
集
積
度
が
一
九
五
五
j
七
五
年
に
六
%
で
変
化
の
な
か
っ
た
こ
と
が
、
こ
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

そ
こ
で
二
九
七
五
年
の
京
浜
と
「
関
東
」
の
工
業
を
一
括
し
て
と
ら
え
れ
ば
、
第
一
表
付
表
の
通
り
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
製
造
業
就
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表

京浜・「関東」計 ｜対全国集積比構成比

製 造 業 (32. 0) ( 100) 

I重化学工業 2,574,180 (36. 2) (61. 0) 

鉄鋼，非鉄金属 245,750 (32.0) ( 5.8) 

金 属 製 品 452,070 (34. 9) (10.7) 

一般機械， 武 器 387,050 (35. 2) ( 9.2) 

電 気 機 械 624,475 (47. 1) (14.8) 

輸 送 機 械 343,740 (33. 9) ( 8.1) 

精 密 機 械 160,790 (52.9) ( 3.8) 

イじ 学 208,845 (33.6) ( 4.9) 

石油石炭製品 23,455 (36.9) ( 0.6) 

窯業土石製品 128,005 (20.6) ( 3.0) 

E軽 工 業 1,646,280 (27.3) (39.0) 

食料品，煙草 286,240 (25. "4) ( 6.8) 

繊 維 131,975 (11. 5) ( 3.1) 

衣服，繊維製品 241,975 (28. 3) く5.7)

木材，木製品 68,405 (14. 2) < 1. 6) 
家具，装備品 86,740 (23.8) く2.1) 

パルプ，紙，紙加工品 95,220 (27.0) ( 2.3) 

出 版， 印 局IJ 316,120 (49. 3) ( 7.5) 

;;l ム 62,460 (3L8) < 1. 5) 
皮 草 71,250 (51. 6) < 1. 7) 
そ の 他 285,890 (38.0) ( 6.8) 

〈参考〉人口ω似〉｜ (29. 3) 

付第 1表

業
者
の
三
一
一
%
、
重
化
学
工
業
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就
業
者
の
三
六
%
が
集
中
す
る

と
と
も
に
、
そ
の
重
化
学
工
業

の
地
域
集
積
度
は
全
部
門
に
わ

た
っ
て
全
圏
第
一
位
を
誇
り、

電
気
機
械
、
精
密
機
械
に
至
つ

て
は
五
割
に
及
ぶ
。

一
地
域
へ

の
こ
れ
程
の
工
業
集
中
は
日
本

資
本
主
義
の
こ
れ
ま
で
の
歴
史

に
お
い
て
も
見
ら
れ
な
か
っ
た

こ
と
で
あ
る
。

日
本
資
本
主
義
は
、
そ
の
初

発
に
お
い
て
も
、
ま
た
戦
時
・

戦
後
を
通
じ
て
も
、
軽
工
業
4

農
業
な
ら
び
に
社
会
の
消
費
に

支
え
ら
れ
た
重
化
学
工
業
の
内

発
的
・
自
生
的
な
発
展
を
可
能

と
す
る
条
件
を
も
ち
え
ず
、
重



化
学
工
業
の
建
設
は
殆
ど
上
か
ら
の
移
植
に
よ
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
が
、
重
化
学
工
業
の
局
地
的
集
中
を
も
た
ら
す

基
本
的
要
因
で
あ
っ
た
。
戦
時
重
化
学
工
業
の
京
浜
へ
の
集
中
に
も
、
戦
後
重
化
学
工
業
の
関
東
へ
の
集
中
に
も
、
こ
の
要
因
が
共

通
に
働
い
て
い
る
。
と
は
い
え
、
戦
時
重
化
学
工
業
と
戦
後
の
そ
れ
と
の
聞
に
は
量
・
質
両
面
に
わ
た
る
決
定
的
な
差
異
が
あ
る
の

で
あ
っ
て
（
そ
れ
を
象
徴
す
る
の
は
粗
鋼
生
産
高
の
差
｜
｜
戦
時
中
ピ
l
ク
八

O
O万
ト
ン
と
戦
後
ピ

1
ク
一
億
二

O
O
O万
ト
ン

、
と
の
差
ー
ー
で
あ
る
〉
、
そ
れ
は
、

日
本
工
業
の
地
犠
構
成
に
お
け
る
戦
時
下
京
浜
工
業
地
帯
の
位
置
と
、
戦
後
関
東
工
業
地
帯
の

位
置
と
の
差
異
を
生
み
出
さ
ず
に
は
お
か
な
い
の
で
あ
る
。
両
者
の
違
い
は
、

ま
ず
第
一
に
そ
の
地
域
的
広
が
り
の
違
い
に
あ
る
。

戦
時
下
京
浜
工
業
地
帯
が
東
京
1
横
浜
を
結
ぶ
東
京
湾
西
岸
臨
海
を
中
心
と
す
る
狭
小
な
地
域
に
お
け
る
工
業
集
積
に
過
ぎ
な
か
っ

た
の
に
－対
し
、
戦
後
関
東
工
業
地
帯
は
、
東
京
湾
を
ほ
ぼ
一
周
す
る
臨
海
と
関
東
平
野
の
内
陸
と
を
包
括
す
る
広
大
な
面
的
広
が
り

を
も
っ
た
工
業
集
積
で
あ
る
。
第
二
に
、
両
者
は
内
部
構
成
に
お
い
て
大
き
く
異
る
。
戦
時
下
京
浜
工
業
地
帯
は
、
前
述
の
戦
時
重

日本工業の地域構成と関東工業地帯

化
学
工
業
化
の
特
徴
を
反
映
し
て
、
特
に
一
般
機
械
・
武
器
と
輸
送
機
械
が
突
出
す
る
と
い
う
肢
行
的
構
成
を
と
っ
て
い
た
ハ
一
九

四

O
年
表
参
照
）
の
に
対
し
、
戦
後
関
東
工
業
地
帯
の
場
合
、
電
気
機
械
は
一
五
%
と
や
や
抜
き
ん
出
て
い
る
が
、
金
属
製
品
、

般
機
械
・
武
器
、
輸
送
機
器
が
い
ず
れ
も
八
J
一
一
%
の
構
成
比
を
占
め
る
と
い
う
よ
う
に
、
金
属
｜
機
械
諸
部
門
の
間
に
あ
る
い
ハ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
構
成
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
戦
時
下
の
金
属
｜
機
械
加
工
の
流
れ
が
兵
器
生
産
に
直
結
す
る
単
線
的
な
性

格
を
強
く
も
っ
て
い
た
の
に
対
し
、
戦
後
の
場
合
、
金
属
｜
機
械
諸
部
門
の
聞
で
複
雑
な
相
互
取
引
の
濃
密
な
網
が
形
成
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
す
な
わ
ち
、
工
業
集
中
を
示
す
一
地
域
内
部
に
お
け
る
社
会
的
分
業
H
結
合
の
密
度
が
格
段
の
深
化
を

遂
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。
第
三
に
、
以
上
の
こ
と
と
関
連
し
て
、
両
者
は
日
本
工
業
の
地
域
構
成
に
お
け
る
位
置
を
異
に
す
る
。
戦

前
か
ら
戦
時
に
か
け
て
、
京
浜
は
重
化
学
工
業
集
積
度
に
お
い
て
阪
神
を
凌
駕
し
て
い
た
と
は
い
え
、
京
浜
と
阪
神
と
は
な
お
日
本

を
代
表
す
る
二
大
工
業
地
帯
と
し
て
肩
を
並
べ
る
存
在
で
あ
っ
た
。

89 

一
九
二

O
I四
O
年
に
、
京
浜
と
と
も
に
阪
神
も
重
化
学
工
業



集
積
度
を
高
め
て
い
た
の
で
あ
る
（
京
浜
こ
ニ
↓
一
ニ
O
%
、
限
神
二
一
↓
一
一
一
一
%
）
。
し
か
る
に
、
戦
後
、
関
東
に
重
化
学
工
業
の

巨
大
な
集
中
が
進
行
し
た
そ
の
対
極
に
お
い
て
阪
神
は
集
積
度
を
減
少
さ
せ
て
い
る
（
一
九
五
五
J
七
五
年
に
、

「
関
東
」
一
一
一
一
一
一
↓

90 

三
六
%
、
阪
神
二
O
↓
一
六
%
〉
の
で
あ
っ
て
、
関
東
は
も
は
や
他
に
並
ぶ
も
の
の
な
い
工
業
中
心
地
帯
と
な
っ
た
。
そ
れ
自
体
広
い

地
理
的
広
が
り
を
も
ち
、
濃
密
な
社
会
的
分
業
H
結
合
を
内
包
す
る
こ
の
工
業
地
帯
は
、
日
本
工
業
に
お
け
る
強
力
な
磁
力
の
中
心

と
し
て
周
辺
地
域
に
影
響
を
及
ぼ
さ
ざ
る
を
え
な
い
。
東
北
・

「
中
部
」
と
い
う
関
東
周
辺
地
核
は
戦
時
に
は
（
一
九
ニ

0
1四
O

年
）
重
化
学
工
業
集
積
度
を
減
少
さ
せ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
戦
後
ハ
一
九
五
五
J
七
五
年
）
そ
れ
を
増
大
さ
せ
、
し
か
も
両
地
域

と
も
と
く
に
電
気
機
械
と
精
密
機
械
の
伸
び
が
著
し
い
。
こ
れ
は
関
東
と
の
強
い
つ
な
が
り
を
想
定
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
以
上
の

ご
と
く
、
戦
後
重
化
学
工
業
化
は
、
伝
統
的
な
京
浜
工
業
地
帯
を
拠
点
と
し
て
出
発
し
な
が
ら
、
そ
の
狭
小
性
を
は
る
か
に
超
え
る

大
き
な
ス
ケ
ー
ル
の
工
業
集
中
を
、
す
な
わ
ち
そ
の
裾
野
を
周
辺
一
帯
に
広
げ
そ
の
上
に
鋒
立
す
る
関
東
工
業
地
帯
を
つ
く
り
出
し

た
の
で
あ
る
。

他
方
、
一
九
七
五
年
の
軽
工
業
に
目
を
転
じ
る
と
、
前
述
の
よ
う
に
こ
の
年
全
国
就
業
者
数
は
五
五
年
に
比
し
て
四
七
%
の
増
を

記
録
し
た
に
す
ぎ
な
い
が
、
そ
の
内
部
で
は
、
伝
統
的
に
そ
の
中
核
を
な
し
て
い
た
繊
維
は
二
一
六
万
人
か
ら
一
一
四
万
人
へ
と
一

O
%
の
低
下
を
示
し
た
の
に
対
し
、
衣
服
・
繊
維
製
品
が
二
八
万
人
か
ら
八
五
万
人
へ
と
約
三
倍
に
増
加
し
、
さ
ら
に
ゴ
ム
、
出
版

－
印
刷
、
食
料
品
等
が
大
き
な
伸
び
を
示
し
て
い
る
。
衣
服
・
繊
維
製
品
の
急
増
は
、
化
学
繊
維
の
発
展
と
後
進
国
繊
維
工
業
の
追

上
げ
を
受
け
て
解
体
を
続
け
る
繊
維
工
業
の
転
化
し
た
形
態
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
て
、
重
化
学
工
業
中
心
の
高
度
蓄
積
の

下
で
軽
工
業
も
大
き
く
再
編
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
そ
の
地
域
構
成
に
も
変
化
を
及
ぼ
し
、
従
来
繊
維
工
業
ハ
と
く
に
綿
工

業
）
の
中
心
地
域
で
あ
っ
た
阪
神
、
東
海
、
「
近
畿
」
、
「
中
部
」
の
軽
工
業
集
積
度
を
引
下
げ
、
他
方
関
東
の
そ
れ
を
上
昇
さ
せ
た

（
五
五
年
の
二
五
%
か
ら
七
五
年
の
二
七
%
へ
〉
。
軽
工
業
に
お
い
て
も
関
東
へ
の
集
中
が
進
ん
だ
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
関
東
軽
工



業
の
内
部
構
成
は
他
地
域
と
大
き
な
違
い
を
も
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
他
の
諸
地
域
の
軽
工
業
が
繊
維
・
衣
服
・
食
料
品
を
中
心
と

し
て
い
る
の
に
対
し
、
こ
こ
に
お
い
て
は
、
出
版
・
印
刷
が
軽
工
業
内
部
で
最
大
の
比
重
を
占
め
、
二
位
の
食
料
品
、
三
位
の
衣
服

を
大
き
く
凌
駕
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
関
東
の
出
版
・
印
刷
は
対
全
国
比
で
四
九
%
の
集
積
度
を
も
っ
。
出
版
・
印
刷
の

関
東
へ
の
異
常
な
集
中
は
、
戦
後
日
本
に
お
け
る
中
央
政
治
権
力
の
強
化
と
重
化
学
工
業
基
軸
の
経
済
の
集
中
、
そ
れ
に
と
も
な
う

人
口
の
過
度
集
中
と
文
化
の
集
中
と
密
接
な
か
か
わ
り
を
も
つ
も
の
で
、
そ
れ
自
体
日
本
地
域
社
会
構
造
の
査
み
を
象
徴
す
る
も
の

に
他
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
除
く
他
の
軽
工
業
諸
部
門
は
、
重
化
学
工
業
に
比
し
て
は
る
か
に
各
地
域
に
ひ
ろ
く
分
散
す
る
が
、
な
お

食
料
品
・
衣
服
を
始
め
と
し
て
関
東
は
第
一
の
集
積
度
を
占
め
る
の
で
あ
っ
て
、
関
東
へ
の
集
中
傾
向
は
軽
工
業
の
多
く
の
分
野
に

も
貫
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
「
中
部
」
、
東
海
、
「
近
畿
」
、
阪
神
等
の
伝
統
的
な
繊
維
工
業
の
中
心
地
帯
が
現
在
で
も
繊
維

と
衣
服
に
お
け
る
広
大
な
集
積
地
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

日本工業の地域構成と関東工業地滑

規
模
別
地
域
構
成

以
上
の
考
察
を
補
足
す
る
た
め
に
、
本
節
で
は
規
模
別
地
域
構
成
を
検
討
す
る
。
第
二
表
は
『
事
業
所
統
計
』
に
も
と
づ
き
、
第
e

一
表
の
戦
後
年
次
と
近
い
一
九
五
四
年
と
一
九
七
八
年
を
と
っ
て
製
造
業
の
規
模
別
地
域
構
成
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
第
二
表
付

表
一
は
京
浜
・
「
関
東
」
を
一
括
し
た
様
相
を
示
す
も
の
、
付
表
ニ
は
一
九
五
四
J
七
八
年
の
従
業
者
数
増
加
率
を
一
示
す
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
全
国
数
字
か
ら
見
ょ
う
。
重
化
学
工
業
で
は
、
一
九
五
四
年
か
ら
七
八
年
に
か
け
て
従
業
者
総
数
が
一
五
五
%
の
伸
び
を
記

録
し
た
な
か
で
、
一

O
O
O人
以
上
事
業
所
（
以
下
巨
大
規
模
と
呼
ぶ
）
で
は
＝
二
ハ
%
の
伸
び
、
三

0
0
1九
九
九
人
（
大
規

模
）
で
は
一
八
九
%
、
ニ

O
Jニ
九
九
人
（
中
小
規
模
〉
で
は
一
五
四
%
、
一
九
人
以
下
（
零
細
規
模
）
で
は
一
六
七
%
の
伸
び
を

示
し
て
い
る
。
こ
の
結
果
、
巨
大
規
模
の
構
成
比
は
や
や
低
下
し
（
二
五
%
か
ら
二
二
%
へ
）
、
大
規
模
と
零
細
規
模
の
構
成
比
は

・
9



第2表製造業従業者の；規模別地域構成

全 国 北海道 1巨 ゴ包

総 数 6,156(100)<100> 169(2.7) 264 (4.3) 

1000人以上 926 (100）く15.0> 26 (2.8) 16(1.7) 

製造業
300-999 704(100】く11.4> 10( 1.4) 31 (4.4) 

初～299 2,296 ( 100）く37.3> 76 (3.3) 99 (4.3) 

1L 
19人 以下 2,230 ( 100)<36.2> 58 (2.6) 119 (5.3】

五 総 政 2,649(100）く100> 41 (1.5) 81 (3.1) 
凶

1000人以上 658 (I 00）く24.8>
《

昭 理化学工業 耳目－999 374 (100）く14.t>
和 初－ 299 l.016(100）く38.5> 17 (1.7) 27(2.7) 

九 19人以下 599 (100）く22.6> 11 ( 1.8) 20 (3.3) 

"'' 
総 数 3,507(100】く100> 128 (3.6) 183 (5.2) 

IOOONヨ上 268 (100)< 7.6> 

経工業 300-999 329 (100）く 9.4>

20～忽淘 1,280(100）く36.5> 59 (4.6) 72 (5.6) 

19人以下 1,631 (100)<46.5> 47 (2.9) 99(6.1) 

総 数 12,509(I 00）く100> 296 (2.4) 721 (5.8) 

1000人以上 1.649(100）く13.2> 19(1.2) 32 (1.9) 

製造業 300ー使用 1,593 ( 100）く12.1> 19(1.2) 84 (5.3) 

20-299 5,057 (I 00）く40.4> 154 (3.0) 384 (7.6) 

一 19人以下 4,210(100）く33.7> 104(2.5】 221(5.2) 
1L 
七 総 数 6,743(100)< 100 > 94(1.4】 323 (4.8) 
J¥ ω∞人以上 1,486 (I 00）く22.0> 14(0.9) 29 (2.0) 
円

昭 重化学工業 300～鈎9 1.079(100）く16.0> 8(0.7) 54 (5.0) 
相 20-299 2,576 (100）く38.2> 45 (I. 7) 179 (6.9) 
五

19人以下 1,602 (100）く23.8> 28 (1. 7) 61 (3.8) 
ーー
~ 

年 総 ・llc 5,766(100)<100> 202 (3.5) 398(6.9) 

1000.人以t 164 (100)< 2.8> 6 (3. 7) 3 (1.8) 

経工業 300～鉱閉 514 (100)< 8.9> 11 (2. 0 30 (5.8) 

20～299 2,481 ( 100）く43.0> 109(4.4) 205 (8.3) 

19人以下 2,608 (100）く45.2> 76 c2:9> 160 (6.1) 

関東｛除京浜】

459 ( 7.5）く100>

38 ( 4. D< 8.3> 
54( 7.7）く11.8>

163 ( 7.1)く35.6>

204 ( 9. Dく44.4>

163 ( 6.2）く100> 

24 C 3.6）くJU>

31 ( 9.9)<22. 7> 

61 ( 6.0）く37.4>

41( 6.8）く ~5.. 2> 

296 ( 8.4）く100>

14 ( 5.2）く 4.7>

17 ( 5.2）く 5.7>

102 ( 8.0）く34.5>

163 (10.0）く55.1>

1,613(15.3）く100> 

200 (12.1)く12.4>

226 ( 14.2）く14.。＞
671 (13.3】く41.6>

516 (12.3）く32.0>

977 ( 14.5)< 100 > 

186 ( 12.5）く19.0>

175(16.2）く17.9>

390(15.1)<39.9> 

226 (14.1)く23.1>

636 ( 11.0）く100>

14( 8.5）く 2.2>

51 ( 9.9)< 8.0> 

281(11.3）く44.2>

290 ( 11.1）く45ι〉

（単位 ：1,000人）

京 浜〈東，神〉 中郷｛除JI!梅〉

1,252 (20.3）く100> 627 (10.2) 

202 (21.8）く16.1> 57( 6.1】

142 (20.2）く11.3> 83 (11.8) 

513(22.3)<41.0> 227 ( 9.9) 

395(17.7）く31.6> 260 (11.7) 

718(27.1)く100> 210 ( 7.9) 

152(23.1)く21.2>

107(28.6】く14.9>
303 (29.8)<42.2> 79 ( 7.8) 

156(26.0】く21.1> 66 (11.0) 

534 (15.2）く100> 417(11.9) 

50 08.7)く 9.4>

35 (10.6】く 6.6>

210(16.4）く39.3> 148(11.6) 

239(14.7)く44.8> 194(11.9) 

2,370 (18.9）く100> 1,320 (10.6) 

4 22 (25.6)<11.8> 61( 3.7) 

336 (21.1)く14.2> 167 (J0.5】

842.06.7)<35.5> 583 (11.5) 

770 08.3】＜s2.s> 50802.1) 

1,458 (21.6)<100 > 658 ( 9.8) 

373(25.1)く25.6> 56( 3.8) 

238(22.1）く16.3> 108 ( 10.0) 

494 (19.2）く33.9> 298 (11.6) 

353(22.0)<24.2> 196(12.2) 

912 (15.8）く62.6> 662 (11.5) 

49(29.9）く 3.4> 5 ( 3.0) 

98(19.1)く 6.7> 59 (11.5) 

348 ( 14.0）く23.9> 285 (11.5】

417 ( 16.0）く28.6> 312 (12.0〕

<N 
0, 



権製紙HM間窓H吋蛍袋箆裂Q鰍HM村田
．‘ 

I JI！向（静，愛） 近畿（徐阪神） 阪神〈火， 兵】 中岡 四国 九州

総 数 773 ( 12.6）く100> 443 (7.2) 1,012(16.4）く100> 424 ( 6.9) 220 (3.6) 510( 8.3) 

1000人以上 104(¥1.3）く13.5> 67 (7.3) 161(¥7.4）く15.9> 82 （且8) 3 (0.3)・ 11802.7) 

拠地集
初0-999 94 (13.4）く12.2> 51(7.2) 146 (20.8)< 14.4> 51 ( 7.3) 50 (7.0) 47( 6.7) 

20～299 294(12.8）く38.0> 14書（6.2) 428 08.6）く42.3> 136 ( 5.9) 75 (3.3) 139 C 6.0) 

1L 
19人以下 281 (12.6）く36.3> 182(8.2) 277(_12.4）く27.3> 155( 7.0) 93 (4.2) 206 C 9.2) 

五 総 政 268 (IO. D< 100 > 114 (4.3) 527 (19.9）く100> 173 ( 6.5) 76 (2.9) 217( 8.2) 
凶

K田町人以t 60( 9.1)<22.4> 112(17.0）く21.3> 64 ( 9.7) 

昭 重化学工業 草加－999 36 ( 9.6）く13.4> 82(21.9）く15.6> 29 ( 7.8) 
T担 20-299 I 06 (I 0.4）く39.6> 47 (4.6) 224 (22.0〕く42.S> 47 ( 4.6) 21 (2.1) 51( 5.0) 

JL 19人以下 66 (11.0）く24.6> 30 (5.0】 109(18.2）く20.7> 33 ( 5.5) 21 (3.5) 46( 7.7) 

年
総 数 505 (14.4）く100> 329 (9.4) 485 ( 13.8）く100> 251 ( 7.2) 144(4.1) 293 ( 8.4) 

1000人以t 44 ( 16.4〕く 8.7> 49(18.3l<IO.l> 18 ( 6.7) 

笹工業 300ー”9 58(17.6）く11.5> 64 (19.5）く13.2> 22( 6.7) 

20－笈淘 188 < 14. n<J1.2> 96 (7.5) 204 (15.9）く42.t> 89( 7.0) 54 (4.2) 88 ( 6.9) 

19人以下 215( 13.2）く42.6> 152 (9.3) 168 (10.3）く34.6> 122 C 7.5) 72 (4.4) 160 ( 9.8) 

総 政 J,505( 12.0）く100> 837 (6. 7) 1. 764 (14.1)く100> 833( 6.7) 374 (3.0) 849( 6.8) 

1000人以上 274(16.6〕＜18.2> 98 (5.9) 243(14.7）く13ι＞ 162 ( 9.8) 32(1.9) 107 ( 6.5) 

宇i造業 300-999 201 (12.6）く13.3> 93 (5.9) 229 (14.4）く13.0> 103 ( 6.4) 38(2.4) 94( 5.9) 

20-2羽 528 (10.4）く35.1> 315 (6.2) 663(13,1)く37.6> 343 ( 6.8) 174(3.4) 386( 7.6) 

一 19人以下 503 (12.0）く33.4> 331 (7.1) 
,". 

628( 14.9）く35.6> 226 ( 5.4) 130 (3.1) 261 ( 6.2) 

七 総 1a 845 (12.5）く100> 380(5.6) 1,028 ( 15.2】く100> 447 ( 6.6) 138 (2.0) 385 ( 5. 7) 
/¥ 

1000人以上 239（附1)く28.3> 91(6.1) 221 C 14. 9）く21.5> 156(10.5) 28(1.9) 93 ( 6.3) 
（ 

昭 !R化学工m 300ー集担 132( 12.2)<15.6> 58 (5.4) 155 (14.4）く15.1> 69 ( 6.4) 19 (1.8) 57 ( 5.3) 
拘 20-299 277 ( 10.8)<32.8> 151 （旦9) 371 (14.4）く36.1> 152( 5.9) 58 (2.3) 161 （且3)
五

19人以下 197 ( 12.3) <23.3> 80 (5.0) 281 (17.5）く27.3> 70 C 4.4) 33(2.1) 74 ( 4.6) 
ー
ν 

660(11.4）く1,00> 457 (7.9) 73602.8)<100 > 236(4.1) 
年

総 数 386 ( 6.7) 464 ( 8.0) 

1000人以上 35(21.3）く 5.3> 7 (4.3) 22 (13.4)< 3.0> 6 ( 3.7) 4 (2.4) 14 ( 8.5) 

経工 梁 300-999 69 (13.4】く10.5> 35(6.8) 7 4 (14.4】く10.1> 34 ( 6.6) 19(3.7) 37( 7.2) 

20-299 251 00.1)く38.0> 164(6.6) 292 (11.8）く39.7> 191 ( 7.7) 116 (4.7) 225 ( 9.0 

19人以下 306( 11.7）く46.4> 251（且6) 347 (13.3）く47.1> 156 ( 6.0) 97(3.7) 187 ( 7.2) 

合望号店線：：；1：~1f純鰐望号？義務長F臨提縫製戸諸君書記；議場変9~~室戸籍鎚鰭完
学工業従業者数を集計し，総数から乙れを差引いて軽工業従業者数を求めるという計算方法を採ったが，昭和29年の資料では秘
匿の項が多いため，各規模とも重化学工業従業者数が過小IC，緩工業従業者数が過はiζ表示される傾向がある。

ぴ3
a, 



第 2表付表1 1978年京浜・「関東」

総 数 3, 983 (31. 8) ( 100) 

1,000人以上 622 (37. 7)_ (15. 6) 

製 造 業 300～999人 562 (35.3) (14.1) 

20～ 299人 1,513 (29.9) (38.0) 

19人以下 1,286 (30.5) (32.3) 

総 数 2, 435 (36. 1) ( 100 ) 

1,000人以上 559 (37.6) (23.0) 

重 化学 工業 300～999人 413 (38.3) (17.0) 

20～ 299人 884 (34.3) (36.3) 

19人以下 579 (36.1) (23.8) 

総 数 1,548 (26. 8) (100) 

1,000人以上 63 (38.4) ( 4.1) 

軽 工 業 300～999人 149. (29.0) ( 9.6) 

20～ 299人 629 (25.4) (40.6) 

19人以下 707 (27.1) (45.7) 

第 2表付表2 1954～78年の重化学工業従業者数の増加率 （%） 

｜総 数 I1, 0似以.1:I300-9似 I20-299人｜臥以下

全 国 154.5 125.8 188.5 153. 5 167.4 

オt 海 道 129.3 69.2 164. 7 154.5 

東 オヒ 298.8 144.1 563. 0 205.0 

関東（除京浜〉 499.4 675.0 373.0 539.3 451.2 

京 浜 103.1 145.4 122.4 63.0 126.3 

中部（除東海） 213.3 152. 3 277. 2 197.0 

東 海 215.3 298.3 266.7 161. 3 198.5 

近畿（除阪神〉 233.3 302.7 221. 3 166.7 

阪 神 95.1 97.3 89.0 65.6 157.8 

中 国 158.4 143.8 137.9 223.4 112.1 

四 国 81. 6 38.2 176.2 57.1 

九 州 77.4 2q.O 215. 7 60.9 

関東（含京浜〉 276.4 317. 6 286.8 242.9 293.9 
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僅
か
な
が
ら
増
大
し
た
。
戦
後
高
度
蓄
積
は
重
化
学
工
業
巨
大
企
業
の
設
備
投
資
に
主
導
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
急
速
な
資
本
構
成

高
度
化
の
た
め
に
巨
大
規
模
で
の
従
業
者
増
は
抑
制
さ
れ
る
傾
向
が
強
か
っ
た
。
他
方
、
高
度
蓄
積
過
程
で
中
小
企
業
の
分
解
が
進

一
部
は
大
企
業
に
上
昇
す
る
が
、
同
時
に
上
方
か
ら
の
転
落
・
経
営
解
体
と
新
生
の
激
し
い
渦
を
と
も
な
い
つ
つ
大
量
の
中
小

零
細
企
業
の
滞
留
が
見
ら
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
こ
と
が
右
の
構
成
比
の
変
化
に
表
現
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
軽

工
業
で
は
、
総
数
が
六
四
%
増
加
し
た
な
か
で
巨
大
規
模
は
二
七
万
人
か
ら
一
六
万
人
に
三
九
%
減
、
大
規
模
は
五
六
%
増
、
中
小

み規
模
は
九
四
%
増
、
零
細
規
模
は
六
O
%
増
と
、
巨
大
規
模
の
大
幅
減
少
が
ひ
と
き
わ
自
に
つ
く
。
こ
の
大
き
な
要
因
は
高
度
蓄
積

過
程
に
お
け
る
繊
維
工
業
の
解
体
に
よ
る
も
の
で
、
一
九
五
四
年
時
点
で
は
繊
維
が
軽
工
業
の
主
軸
を
な
し
、
こ
こ
に
巨
大
規
模
が

密
集
し
て
い
た
ハ
軽
工
業
の
巨
大
ニ
七
万
人
の
う
ち
一
五
万
人
を
繊
維
が
占
め
て
い
た
〉
の
に
対
し
、
七
八
年
に
は
繊
維
の
巨
大
規

模
は
わ
ず
か
一
万
人
を
数
え
る
に
過
ぎ
な
く
な
っ
た
。
七
八
年
の
軽
工
業
巨
大
規
模
の
う
ち
最
大
は
出
版
・
印
制
（
五
万
人
〉
で
あ

る
が
、
前
に
見
た
軽
工
業
の
戦
後
の
構
成
変
化
が
極
め
て
ド
ラ

ス
チ
ッ
ク
な
形
で
巨
大
規
模
従
業
者
の
推
移
の
う
ち
に
表
現
さ
れ
て

帯地栄町
叫
高
度
蓄
積
を
は
さ
む
一
九
五
四
J
七
八
年
の
重
化
学
工
業
従
業
者
の
増
加
率
を
地
域
別
・
規
模
別
に
見
る
と
、
三
つ
の
タ
イ
プ
に

摘
分
れ
る
。
第
一
は
巨
大
規
模
従
業
者
の
伸
び
率
が
各
規
模
を
通
じ
て
最
高
を
記
録
す
る
地
域
で
、
「
関
東
」
・
京
浜
・
東
海
が
こ
れ
に

糊
属
す
る
。
こ
の
う
ち
「
関
東
」
の
伸
び
率
は
金
規
模
に
わ
た
っ
て
群
を
抜
く
高
さ
を
示
し
て
い
る
ん
日
、
こ
れ
が
京
浜
工
業
地
待
の
鉱

域地の業工本ロH

い
る
の
で
あ
る
。

大
、
京
浜
を
含
む
関
東
工
業
地
帯
形
成
と
し
て
と
ら
え
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
関
東
お
よ
び
東
海

に
お
け
る
巨
大
規
模
の
伸
び
率
の
高
さ
の
故
に
、
こ
こ
で
の
巨
大
規
模
従
業
者
の
対
全
国
集
積
率
は
大
幅
に
上
昇
し
ハ
関
東
で
は
ニ

七
%
か
ら
三
八
%
へ
、
東
海
で
は
九
%
か
ら
一
六
%
へ
〉
、
地
域
内
に
お
け
る
巨
大
規
模
の
構
成
比
も
高
ま
っ
た
。
全
国
数
字
で
は

95 

巨
大
規
模
従
業
者
の
伸
び
率
は
他
の
規
模
に
比
し
て
相
対
的
に
緩
慢
で
あ
っ
た
が
、
し
か
し
資
本
蓄
積
過
程
に
お
い
て
巨
大
規
模
の



動
向
が
や
は
り
決
定
的
で
あ
っ
で
、
こ
れ
の
激
し
い
展
開
こ
そ
関
東
と
東
海
を
高
度
蓄
積
の
基
軸
地
域
た
ら
し
め
た
の
で
あ
る
。

第
二
は
中
小
規
模
従
業
者
の
伸
び
率
が
最
高
の
地
域
で
、
北
海
道
・
東
北
・
「
中
部
」
・
中
国
・
四
国
・
九
州
が
こ
れ
に
属
す
る
。

96 

こ
の
な
か
で
東
北
と
「
中
部
」
で
は
中
小
規
模
が
高
い
伸
び
率
を
示
す
と
と
も
に
、
零
細
規
模
も
大
き
く
増
加
し
て
い
る
。
こ
の
第
二

の
グ
ル
ー
プ
は
重
化
学
工
業
基
軸
地
繊
の
周
辺
な
い
し
辺
境
を
な
す
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
｜
｜
瀬
戸
内
・
大
分
等
に
見
ら
れ
る
巨

大
事
業
所
の
一
挙
創
出
を
と
も
な
い
な
が
ら
も

l
l中
小
・
零
細
規
模
の
増
大
が
主
流
と
な
っ
た
の
は
、
主
と
し
て
賃
金
の
低
さ
の

故
で
あ
っ
た
。
第
三
表
に
よ
れ
ば
、
各
規
模
を
通
じ
て
京
浜
の
賃
金
レ
ベ
ル
は
全
国
の
ト
ッ
プ
に
立
つ
が
、
三

O
O人
以
上
規
模
で

は
一
人
当
た
り
賃
金
の
地
域
間
格
差
は
さ
ほ
ど
大
き
く
な
い
の
に
対
し
、
中
小
・
零
細
規
模
で
は
賃
金
の
地
域
間
格
差
は
極
め
て
大

〈
こ
の
賃
金
の
地
域
間
格
差
は
農
業
の
地
域
構
造
に
規
定
さ

き
く
、
と
く
に
東
北
・
「
中
部
」
・
四
国
・
九
州
の
低
さ
が
自
に
つ
く
。

れ
る
と
こ
ろ
大
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
本
稿
で
は
そ
こ
ま
で
立
入
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
〉
中
小
・
零
細
企
業
は
、
こ
れ
ら
地
域

の
低
賃
金
労
働
力
を
求
め
て
基
軸
地
域
か
ら
溢
れ
出
し
、
ま
た
新
生
を
く
り
返
し
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
が
下
請
・
外
注
等
の
関

係
を
通
じ
て
基
軸
地
域
の
巨
大
企
業
に
依
存
し
つ
つ
、
基
軸
地
援
の
重
化
学
工
業
の
裾
野
を
形
成
す
る
。

第
三
は
零
細
規
模
従
業
者
の
伸
び
率
が
最
高
の
地
域
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
属
す
る
の
は
阪
神
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
は
阪
神
工
業
地

帯
の
「
地
盤
沈
下
」
を
表
す
一
指
標
で
あ
っ
て
、
高
度
蓄
積
を
通
じ
て
阪
神
か
ら
巨
大
・
大
・
中
小
規
模
事
業
所
の
周
辺
へ
の
流
出

が
強
く
進
み
、
ー
ー
し
か
し
京
浜
か
ら
関
東
へ
と
い
う
よ
う
な
一
ま
わ
り
大
き
な
工
業
地
域
を
形
成
し
え
ぬ
ま
ま
l
！
零
細
企
業
の

滞
留
が
進
ん
だ
た
め
と
思
わ
れ
る
。

第
四
表
は
、
上
記
巨
大
規
模
の
役
割
を
念
頭
に
お
い
て
関
東
工
業
地
帯
の
構
成
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
金
規
模
を
含
む
重
化

学
工
業
従
業
者
の
関
東
計
に
占
め
る
各
都
県
の
比
率
を
見
る
と
、
ー
ー
と
く
に
東
京
で
中
小
・
零
細
規
模
の
ウ
エ
イ
ト
が
高
い
た

め
に
｜
｜
東
京
（
三
六
%
〉

－
神
奈
川
ハ
ニ
四
%
〉
の
比
率
の
高
さ
が
特
に
目
に
映
る
の
で
あ
る
が
、
個
々
の
産
業
部
門
ま
で
下
り



日本工業の地域機成と関東工業地帯

〈単位： 1,000円）

｜平 均｜ 19人以下 I 20～2臥 I3似以上

全 国 1,,656 (82. 0〕1,045 (74. 7) 1,629 .(80. 1) 2, 329 (91. 5) 

オt 海 道 1, 649 (81. 6) l, 078 (77.1) 1,477 (72.6) 2,445 (96.1) 

東 オヒ 1,163 (57.6) 754 (53. 9) 1,132 (55.7) 1,904 (74.8) 

関東（除京浜） 1,628 (80.6) 1,019 (72.8) 1,644 (80.8) 2, 192 (86. 2) 

京 浜 2,020 (100 ) 1,399 (100) 2,034 (100〕2,544 (100 ) 

中部（除東海） 1,307 (64.7) 785 (56. 1) 1,407 (69.2〕2,002 (78.7) 

東 海 1, 708 (84. 6) l, 061 (75. 8) l, 724 (84.8〕2,228 (87.6) 

近畿（除阪神） 1,562 (77.3) 920 (65. 8) 1,696 (83.4〕2,234 (87.8) 

阪 神 1,922 (95.1) 1,247 (89.1) 1,983 (97.5〕2, 550 (100. 2) 

中 国 1, 686 (83. ,5) 955 (68.3) 1,489 (73.2〕2,393 (94.1) 

四 国 1,347 (66.7) 834 (59.6) 1,325 (65.1) 2,137' (84.0) 

九 州 1,483 (73. 4) 808 (57. 8) 1,332 (65.5〕2,360 (92.8) 

f中 縄 1,377 (68.2) 898 (64.2) l, 649 (81. 1) 2,243 (88.2) 

従業者l人当り現金給与額（1975年〉第 3表

て一

O
O
O人
以
上
規
模
の
各
県
分
布
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

関
東
工
業
地
帯
の
骨
格
が
浮
か
び
あ
が
っ
て
く
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
そ
れ
は
二
つ
の
方
向
に
ひ
ろ
が
っ
て
じ
る
の
で
あ
っ
て
、

つ
は
鉄
鋼
・
石
油
石
炭
・
化
学
に
代
表
さ
れ
る
素
材
分
野
で
、

こ
れ
は
東
京
・
神
奈
川
）
千
葉
の
東
京
湾
臨
海
に
集
中
し
、
鉄
鋼

は
茨
城
（
鹿
島
〉
に
飛
地
を
も
ち
、
非
鉄
金
属
は
茨
城
・
栃
木

い
ま
一
つ
は
、
東
京
・
神
奈

に
、
化
学
は
埼
玉
に
外
延
を
も
っ
。

川
を
拠
点
と
し
つ
つ
内
陸
諸
県
に
ひ
ろ
が
る
機
械
工
業
の
分
野

で
、
一
般
機
械
は
茨
城
・
栃
木
に
、
電
気
機
械
は
埼
玉
・
茨
城
・

群
馬
・
栃
木
の
各
県
に
、
輸
送
機
械
は
崎
玉
・
群
馬
・
栃
木
に
、

精
密
機
械
は
埼
玉
に
枝
を
拡
げ
て
い
る
。
関
東
工
業
地
帯
は
、
巨

大
規
模
事
業
所
が
画
く
こ
の
二
つ
の
方
向
を
骨
格
と
し
、
そ
の
下

『工業統計表』による。

で
港
大
な
中
小
一零
細
企
業
を
展
開
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
京
浜

を
中
核
と
し
、
残
る
五
県
を
外
廓
と
す
る
そ
の
構
成
を
整
え
た
の

で
あ
る
。

地
域
別
産
業
連
関

弓’

以
上
で
わ
れ
わ
れ
は
、
戦
後
高
度
蓄
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第4表京浜＝関東工業地帯の従業者構成（1978年〕

関 1世 fft Y且 京 神 奈

うち1000人以t うち1000人目t

関 造 業 3,982,783 (JOO} 622,0I唱(JOO】 1.624. 929 ( 40. 8) 197,124(31.7) 744,801 (18.7) 

1.m化学工舞 2,434,974 (100) 559,501 (100) 868,951 (35. 7) 156,309(27.9) 589.172 (24.2) 

鉄 鋼 I29,381 (I 00) 51.860(100) 32,674 (25.3) 8,297 ( 18.0) 24,442(18.9) 
非鉄金属 84,757(100) 14.209 (JOO) 25,547(30.1) 2,319 (16.3) I 7,243 (20.3) 

金 属 製 品 364,808 (I 00) 7,024 (100) 147,496 (40.4) 1,743(24.8) 67,21408.'I) 
機 誠 1,513,032(JOO) 471.891 (100) 527,392 (34 9) 137,190(29.1) 4 I 1,957 (27.2) 

373,147(100) 50,426 (I 00) 143,140(38.4) 13,087 (28.0) 91.746(24.6) 

気綿織 630,219 (100) 209,879 (I 00】 220,867 (35.0) 59,362(28.3) I 66,691 (26.4) 

送機械 344,553 (I 00) 167,838 (I 00) 80.890(23.5) 43,847 (26.1) 133,806 (38.8) 

街犠紙 165,.113(100) 32. 232 (I 00) 82,495 (50.0) 20,894 (84.8) 19,714(11.9) 

学 I 92,643 (100) 19.183(100) 93,204 (48.4) 6,760(35.2) 41.111 (21.3) 

石油石炭 23,932 (100〕ョ 3,112(100) 8,850 (37.0) 5,913(24.7) 

耳目梨土右 126,421【100) 3,877 (100) 33,788(26.7) 21.29206.8】

n.郎 工 集 1,547,809(100) 62.513(100) 755,978 (48.8) 40,815 (65.3〕 155,629(10.ll 
食料品・煙車 302,080 (I 00) 』2,021(100) 100,506(33.3) 2,378 (19ι｝ 47,842(15.8】

織 紘 108,738(100) 35,145 (32.3) 8,957 ( 8.2) 

~ 服 等 183,650( 100) 85,216(46.4) 11.G98( 6.0) 

木付・木~品 60,678 (JOO) 16,466 (27.1) 5,101( 8.4) 

波及・襲備品 85,324(100) I, 130 (100) 32,489(38.1) 1,130(100) 11,440(13.4) 

パルプ・紙・加工品 94,703 (100) 44,711 ~!~:2) 11,177(11.8) 

出版・印刷 305,341 (100) 33,615 (100) 252,428 7) 32,065 (95.4) 13,646( 4.5) 
:,' ム 6札974(100) 12,862 Cl 00) 25,467(41.8) 5,242(40.8) 9,683 (I 5.9) 

皮 '$. 56,601 (100) 38,609 (68.2】 731 ( 1.3】

モ 町 他 289,720(100) 2,885 (JOO) 124,941 (43.1) 35,954 (12.4】

（単位：人）

/II 千

うち1000人以上

225,176(36.2】 304.644 ( 7. 6) 

217,045 (38 8) 190,892 ( 7.8) 

13,631 (26.3) 34,962 (27.0) 
乳883(27.3) 6,355 ( 7.5) 

2,577 (38. 7) 34,768( 9.5) 

I 85,202 ( 39. 2) 72,925 ( 4.8】

25,233 (50.0) 21,630 ( 5.8) 

77,517 (36.9) 30,563 ( 4.8) 

78. 932 ( 47.0) 10,985 ( 3.2) 

3,520(10.9) 9,747( 5.9) 

9,380(48.9) 19,895(10.3) 

1,022(32.8) 6,668(27.9) 

1.350(34.8) 15,319(12.1) 

8,131(13』） 1 I 3,752 ( 7.3) 
2,978(24.8) 45,2、3 58 (15.0) 

・5, 00( 4.9) 

10,632 ( 5.8】

5,395( 8.9) 

5,146 ( 6.0) 

5,453'( 5.8) 

6,488( 2.1) 

5,153 (40. IJ 4.406( 7.2) 

5,250( 9.3】

20,424 ( 7.0) 

11 

うち1000人以上

46,973 ( 7.6】

4 I, 785 ( 7.5) 

20,724 (40 0) 

I, 724 (12. 0 
2,704 (38.5) 

23,032 ( 4. 9) 

6,836 ( 3.3】
3,487( 2.ll 

J,193( 3.7) 

J,577 （且2)

2,090(87.2) 

1,450 (37.4) 

5,188（且3)
3,911 (32.5) 

1,277 ( 9.9) 

α2 
O') 



崎 玉 官民 h邑 群 応 街 木

うちIOOQ人以上 うちIOOOAV.l上 うち1000.人以上 うち1000人J;l.上

製造業 548,261 (13.8) 46,441 ( 7.5) 277,441 ( 7.0) 51.893 ( 8.3) 243,050 （邑1) 20,709 ( 3.3) 239,657 ( 6.0】 33,698( 5.4】

L盤化学工業 335,486(13.8) 43,478( 7.8) 177,176 ( 7.3) 49,396 ( 8.8) 143,503( 5.9) 20,709 ( 3. 7) 129,794 ( 5.3】 30,779 (・ 5.5】
鉄 鋼 15,785(12.2) 12,749 （’9.9) 7,999 ( 15,4) 白 5,372( 4.2) 1,209 ( 2.3) 3,397 ( 2.6】
非鉄金偏 13,483 (15.9) 10,734(12.7> 3,707(28.1) 2,654 ( 3. 0 8,741 (10.3) 2,576(18.IJ 
金 属 製品 57,588 (15.8) 18,388 ( 5.0) 20,719( 5.7) 18,635( 5.0 
阪 続 209,618(13.9) 42,012( 8.9) 106,057 ( 7.0) 36,613 ( 7.8) 100,694 （ι7) 19,639 ( 4.2) 84,389 ( 5. 6) 28,203 ( 6.0) 

55,415 (14.9) 1,450 ( 2. 司】 24,977( G.7) 7,350 （’4.8) 1S.013 ( 4.8) 18,226( 4.9) 3,306( 6.8) 
電気織械 70,266(1 l.1), 12,374 ( 5.9) 60,023( 9.5) 29,263(13.9) 48,662 ( 7.7) 12,542( 6.0) 33,147 ( 5.3) 11,985 （且1)

峨送 l'I. 峨 53,323 ( 15.5) 22,984 ( 13. 7) 12.445（乱6) 29,.913 ( 8. 7) 7,097( 4.2) 23,191( 6.7) 11,491 ( 6.8) 
m宙機根 30,614 (18.5) 5,204 (18. I) 8,612 ( 5.2) 4,106 ( 2.5) 9,825( 6.0) 1,421( 4.4) 

tじ 学 21,552(11.2) 1,466( 7.6〕 7,870 ( 4.1) 5,097( 2.6) 3,914 ( 2.0) 
:{j fl由石隣 368( 1.5) 1,619( 6.8) 330 ( 1.4) 184( 0.8) 

:1.t ＂＇土石 17,09203.5) l9,759Ci5.6) 1,077 (27.8) 8,637( 6.8) 10,534( 8.3) 

ll，縫 エ "1 212,77503.7) 2,963 ( 4.7) 100,2G5 （邑5) 2,497( 4,.0】 9自.547（丘4) 109.863( 7.1) 2,919 ( 4.7) 

企科品・媛？，！＇ 42,072 ( 13.9) 1.413 (11.8】 29,897 （且9) 1,341 (11.2) 18,688 ( 6.2) 17,817( 5.9) 

鍵 維 15,38104.ll 5,330 ( 4,9) ’21,167(19.5) 17.458( 16.1) 

衣 服 等 27,070(14.7) 16,575 （虫0) 15,048 ( 8.2) 18,011( 9.8) 

木材・本製品 8,116 (13.4) 7,871 (13.0) 7,591 ( 12.5) 10,138(16.7) 

ll:A・2量也晶 13,979 (16ι】 4,645 ( 5.4) 10,96802.9) 6,657( 7.8) 

パルプ・紙・加工品 -19,228(20.3) 6,020 ( 6.4) 3,914( 4.1) 4.200( 4.4) 

出 版 ・ 印刷 20,247 （且6) 1,550 ( 4.6) 4,338 ( 1.4) . 4,300 ( 1.4】 3,894( I. 3) 

ゴ ム 10,002(16.4) 2,681 ( 4.4) 2,312 ( 3.8) 6,423(10.5) 1,190( 9.3) 

使 1fi. 6,481(11.5】 2,486 ( 4.4) 1,088( 1.9) 1,956( 3.5) 

モ 。 他 50,199(17.3) 20,422 ( 7.0) l,156(4且1) 14,471 ( 5.0) 23,309( 8.0】 1,729 (59. 9) 

er, 
er, 

総理府『昭和53年事業所統計調査報告』による。
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第5表A 製造業の地域別販路構成（1975年） （単位：億円）

：ニ＼ミ 北淘週 JI! jl: 問 車 ・併 Ill 遅 竃 ‘4・悶 四 関 丸 州 神 圃 z，幽 It 中間骨量計

全国 20,726[ 3.1] 29,536 [ 44] 251,380[37.2] 89,028[13.2] 133,082【19.7】 74,583 [II.OJ IS.079 C 2.7) 56,373[ 8.4] 2,331 [ 0.3] 222:221 [32.9] 675,118(68.6) 

軍北梅置 11,868[74.2] 1.087 1.848 516 440 130 34 56 7 4,117£25.8] 15,986 (83.8) 

東北 847 14,281 [61.0] 5,286 907 1,045 676 93 370 21 9,145 (39.0] 23,426(78.6) 
it 関車 3,884 8,274 191,181【113] 14,704 16,103 6,324 2.2ll 5,268 281 56,044C22.7】 247,225（・3.1)
学 中 Ill 1,470 1.760 17,719 52,323(56.9] 11.423 乳109 1,184 2,738 182 s::sss c,s.11 91,909(65.3) 

z 近 a 1.515 2,541 』9,390 11,594 87,250[61.7] 7,747 4,320 G,734 274 5 115[38.3] 141,365(70.4) 
中間 693 868 8,398 5,2‘T ’，421 63.140 [62. ll 2,185 5,375 230 32,417[37.9] 85,557 (76. ll 

寓四 ・111 151 316 1,690 1,480 2,701 1,883 ・ 7,301 (43.0] 』.414 34 9,670[57.0l 16,971 (68.3) 

九州 284 404 5,399 2,196 4,162 2,388 693 34.399[68.7] 160 15,688[31.3] 60.087 (77.3) 
神蝿 13 4 468 61 638 285 58 19 1.147 [44.3] 1.445[55.7] 2,592(86.5) 

金偏 11,299 C 4.21 15,482 [ 5.8] 105,240[39.4】 35,655【13.4] 51,872 [19.4] 16,582( 6.2] 乳040[ 3.4】 2札614(7.7] 1,004( 0 4] sa104 grn 266,7闘〈制町

”北陽却 7,567（凪2] 642 2.536 565 884 135 99 131 18 5;011 9.8] 12,578(57.8) 

東北 310 且84IC59.3l 4,232 527 714 71 101 98 24 6,077(40.7] 14,919(51.8) 

国軍 1,838 3,493 75,885 [78.8] 5,350 4.837 1.956 954 1,775 170 20,379 [21.2] 96,264(54.0 
:i: ,f< 忽 513 1,162 ’，469 22.748[54.3] 4,6師 1,585 609 . 1151 84 19,180[45.7] 41』27(61.2)

ii It 710 830 7.086 4,465 35,416 [65.1] 2,431 1,562 1,778 166 19,029 CSS:Ol 54,444 (53.0 
,f< 聞 148 223 2,098 832 1,909 8,510(55.ll 769 917 42 6,938[44.9] 15,448 (49.5) 

揖四周 134 195 2,061 506 1』16 916 4,570[42.2] 616 21 6,264(57.8] 10,634 (59.2) 

九州 78 92 1,749 615 1,621 967 365 14,141 (71.8] 69 6,555[28.2] 19.695 (52.3) 
神園 I 2 123 46 10 II 12 8 406 [59.8】 273（柑1,2] 679(41.2) 



fニ＼ど 窓 川費支出 ー舵世府間四支出 民本形成 軸 m その他を~u晶終謂'l!!t 〈帥蹄3・6入 鶴生館鯛

金制 67,175 (6.8)<100> 5.859(0.引くIOO> 127,133 ( 12.9)< 100> 138,919 (14. ll＜刊O> 343, 718（制.9)<100> -35,100(-36) 983,736(100)<100 > 

唱北栂週 1,311（且9) 259(1.4】 1,193( 6.3) 1,221 ( G.4) 4.196 (22.0) -1,114(-58) 19,067(100)< 1.9> 

東 北 2,498(8.4) 282 (0.9) 3.274010) 1.801 ( 6 OJ 8, 22H27.6l -1,834 (-6.2) 29,817000)< 3.0> 

化関車 31,682(8.2)<41.2> 2.382COGJ<40.T> 61,495(15.8)<48.・〉 58,694 (15 1)<413> 155,479 (40. tl<4U> -14,570f・3.8) 388,134(100)<39.5> 

学中 NI 11,026 (7.8）く16.4> 1,116(0，引く19.0> 20.465(14.日＜1s.1> 20,208(14.0< 14.5> 53,233(37.8)<15.5> -4,319←3.1】 140,8Z3CIOOJ<t4.3> 

E 置陰 12, 768 (6.0＜問。〉 827(0.4】＜14.1> 23,840(11.的＜IS.S> ~~:::! (13.η＜19.9> 66,943 (32.8)<19.2> -6,510(-3.2) 2印，799Cl OOJ<Z0:4> 

中間 4,022(3.6) 464(0.0 8,580( 7.6) (14.7) 29,675 (26.0 -2.801 (-2.5) 112,430(100)<11.4> 

’四同 1,220(4.9) 128(0.5】 2,877(11.6) 4.182(16.8) 凪982(36.2) -1,108(-4.5) 24,845(100)< 2.5> 

九州 2, 369(3.7) 348(0.5) ~.383( 8.3) 邑655(13.4) 17,520 (27.0) -2, 782 (-4.3) 64,826(100)< 6.6> 

仲蝿 281 (9.0 52(1.7) 27( 0.9) 29( I.OJ 466 ( 15.6) -63(・2.1) 2,996CIOOJ< 0.3> 

企 m20乳391(43.0) 3,531 (0.7) 8,293(1.7) 17,336(3.6) 248.355 (51 OJ -28,456(-5.8) 486,686 Cl 00】＜tOO>

恒北 拘 置 9,984(45 9) 136(0.8) 222(1.0) 375(17) 10,638(48.9) -1,460(-6.7) 21,755(100)< 4.5> 

班北 14,060(48.8) 185(0.6) 302(1.0) 628(2.2) 15,545(54.0) -1,658(-5.8) 28,806000)< 5.9> 

関東 77.257(43,7) 1,534 co 9) 3,613(2.0) 5,363(3.0) 91,741 (51 8) -11,041 (-6.2) 176,963(1個＞＜36.4>

工中 NI 23,563(34.4) 401 (0.6) 1,150(17) 3,043(4.4) 29.542(43.2) -3,008(-4 4) 68,461 CIOOl<14.I> 

近畿
42,557 ::~::~ 659(0.6) 1,790(1.8) 5,604(5.5) 53,124 (52. ll -5,699 (-5.6) 101,869(100)<20.9> 

咽開 15,258 229(0.7) 442(1.4) 1,066(3.4) 17,661 (56.6) -1.907(-6.1) !}.:~: (100)< 6.4> 
書回開 7,296 )!;:~ ~~： (0.6) 200(1.1) 531(2.9) 且392(45.9) -928(-5.IJ (IOOJ< 3.8> 

九州 18,325 (0.7) 558(1.5) 701 (1.9) 20.545(54.5) -2.556(-6.8) 37,684(100)< 7.7> 

神岡 1,091 (66.3) 13(0.8) 15(0.9) 26(1.6) 1,167 (70.9) -199（ー12.1 1,647 Cl OOJ< 0.3> 

同
。
同

通産省『昭和ω年地域間E霊祭連関表』 (1980年7月〉による。表中〔〕内の数値は，中間需要計を100とする構所比（%）。
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北 梅 迫 1且 1む

金悶 5,335 ( 2.8] 3,880( 2.1] 

北 海 道 3,832 (69.2] 287 

東北 127 1,717 (46.3] 

関車 607 995 

中部 149 68 

近畿 247 420 
中 間 293 280 
四国 3 1 

九州 77 105 

仲縄 。 。

；；：針消費支出

企図
。

北 /fij週
。

)l! 北
。

関車
。

中部
。

近偉 。
中間

。
四 I崎 。
九州

。
抑制

。

第5表B 鉄鋼業の地域別l販路構成（1975年） （単位：億円）

間 班 部 近 畿 申 問 胆t 悶 九 ill 11’ 関 事由針 中間需要針

59,245 [31.S] 21,564 [ 11.4] 46,828 [24.9] 30,947 [ 16，岨 2,058 [ I.』1 18,204 [ 9.7] 297 [ 0.2] 45,529(24.2] 188,357 (86.4) 

871 269 181 61 9 28 。 I, 706 [30.8] 5,538 (89.3) 

960 308 305 82 II 193 1 1,987 (53.6] 3,705(93.7) 

43,423 [BT.OJ 1,578 2,388 541 65 。 281 27 6,482(13.0l 49,905 (84.1】

3.582 13,435 [67. 7] l,646 455 252 261 6 6,419【32.3] 19,854(88.3) 

•l.970 2,764 3!:~~~ 【75.6] 1,890 684 l,1 •17 14 12,166(24.4] 49,868 (85.4) 

3,367 2,186 ’：2&,973 (71.7] 595 862 18 10,654 [28.3] 37,627【88.4)

194 83 175 98 301 (31.0] 98 II 671 (69.1] 971 (85.1】

1.877 942 1,377 847 141 15,331 [73.8] 76 5,442(26.2] 20,773 (87.6) 。 。 。 。 。 3 113 [97.4] 3( 2.6] 116(121.8) 

ー般政府消賀支出 資本形成 舗 出 そ自他を合む畳畠：荷型肝｜ 〈位除｝輸入 Ill 生産制

32 。 28, !!:' 13. 2】＜100> 30, I 23 (13.8) -542(-02) 217,937 (100)<100 > 

2 。 ( 9.4】 680( II.OJ - 14(-0.2) 6,203 (IOOJ< 2.8> 。 164 ( 4.2】 266( 6.7) - IS(-0.4) 3,955(100】＜ 1.8> 

11 。 9,151 (15.のく31.9> 9,601 (16.2) -145(-0.2) 59,361 (IOOJ<2T.2> 

2 。 2,45()(10.9）く 8.5> !:6!f7 (12.0) - 64(-0.3) 22,488 (IOOJ<I0.3> 

9 。 8,218(14，りく28.6> 677 04.9】 -134(-0.2】 58.411 (100)<2&.8> 

l 。 s,os2< 11.sJ< 17.6> 5,042( 11.8) - 90(-0.2) 42,579(100J<l 9.S> 。 。 141 (12.4) 173(15.2) - 3（ー 0.3】 1, 14 t oooi< o.s> 
5 。 2,953(12.5】＜l0.3> 2. 986 ( 12.6) - 56(-0.2) 23,703 (!OOJ<I0.9> 。 。 3( 2.7) I ( 0.7J - 21 (-22.6) 95 (100)< 0.0> 

。a
0 ，・4



（単位：億円）

北 両道 車北 凶 耳目 司・ 部 近 唱h 中 国 四 回 九 州 ii・ゐ， !J 出 et 中間需要計

金 Ill 4,583 [ 2.5] 8,124[ 4.5) 80.274【44.2] 29,108【16.'0J 30,363 [16.7) 12,910 [ 7.IJ 4.648 ( 2.6) 10,885( 6.0] 567 [ 0.3] 66,857 (36.8】 181,460 (43.9) 

北梅辺 2,466 (88.2] 25 133 19 107 30 3 II l 329 (ll.8) 2. 785 (60.6) 

東北 70 4,355【63.7] 1,885 124 282 61 19 39 7 2.4.86 (36.3) 6,842 (55.4) 

関東 903 1,987 62.620[72.2] 7.299 7,442 2,828 l,121 2,354 122 24.055(27.幻 86,675(43.7) 

中侮 433 611 6.100 16,628【54.3) 4,125 1,415 379 865 60 14.008 (45.7) 30,636 (43.3) 

近鶴 475 786 6,733 3,766 15,777(47.9] 2,431 1.016 1,888 50 17,145(52.ll 32,921 (45.2】

申国 103 140 l,•130 818 1.473 5,590 (54.2] 280 (59.l] 429 43 4, 715(45.8] 10:305(37.2】

四回 70 142 308 152 284 137 1,730 98 6 1, 198(40.9] 2,928(32.8】

九州 72 77 l.065 302 873 419 101 5,201 (64.0] II 2,920(36.0] 8,121 (44.4】

仲 縄 .0 。 。 。 。 。 。 。 246 [ 100] 。 246 (6,9.6) 

機械工業 （機械4部門計）の地域別版路構成（1975年〉第5表C

総生 産 額

413,214(100）ζIOO> 
4,593(100】＜ 1.1> 

12,349000)< 3.0> 
198,153 ( 100) <48.0> 
69,935(100)<1&.9> 

72.900000)<17.6> 
27,707 (100）く 6.7>
B.93soooj< 2.2> 
18,289 ooo>< 4.4> 

3臼（100】＜ 0.1> 

初般的鵬首酬｜ ｛鵬 ｝愉 λ

246,418(59.のくIOO>I -14,665←3.5) 
2,231C48.7l I -429←9.3) 
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1,68003.6> I 195C!.6l I J.1nc25.8> I 1.151C 9.3> 
IS.Oil (9.l)く48.9>1l,258(0.6)<36.J>l 59,779(30.2l<48.6コヰ40,45唱（20.4)<47.T>
6,96800.01 I s110.2> I rn,91uc28.6> I 14,177 <20.3> 
民206（且5> I 474（且1> I 22.673(31.0 I 13,55908.6> 
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626(1.0> I 82Co.9> I 2,8J8Ca1.8＞・ l 2,688(30.1) 

1,227【ι7】 I 269 c 1.5> I s.2a1c2s.6> I 3,941 c21.5> 
99(27.9> I 12ca.4J I 16C 4.4> I 2c且6】
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北海道
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業
地
帯
が
工
業
の
、
と
り
わ
け
重
化
学
工
業
の
集
中
拠
点
と
し
て
際
立
っ
た
地
位
を
も
つ
に
至
っ
た
こ
と
を
見
た
。
本
節
で
は
こ
の

関
東
工
業
の
特
質
を
い
ま
一
歩
立
入
っ
て
把
握
す
る
た
め
に
そ
の
産
業
連
関
構
造
を
検
討
し
よ
う
。
第
五
衰
は
『
昭
和
五
O
年
地
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成
間
産
業
連
関
表
』
に
も
と
，
つ
い
て
作
成
し
た
も
の
で
、

A
は
重
化
学
工
業
と
軽
工
業
の
地
域
別
生
産
額
と
そ
の
販
路
構
成
を
示

す。
こ
こ
で
は
重
化
学
工
業
に
し
ぼ
っ
て
分
析
を
行
う
。
こ
の
年
重
化
学
工
業
生
産
額
は
全
国
で
九
八
兆
円
余
に
達
す
る
が
、
そ
の
六

九
%
は
中
間
需
要
に
、
す
な
わ
ち
原
材
料
・
中
間
製
品
と
し
て
生
産
的
消
費
に
入
り
、
三
五
%
は
最
終
需
要
に
｜
｜
七
%
は
家
計
消

費
に
、
三
一
%
は
資
本
形
成
に
、
一
四
%
は
輸
出
に

1
1入
っ
て
行
く
。
中
間
需
要
と
資
本
形
成
の
合
計
は
八
二
%
に
及
ぶ
の
で
あ

っ
て
、
重
化
学
工
業
製
品
は
そ
の
圧
倒
的
部
分
が
生
産
手
段
と
し
て
使
用
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

地
域
別
に
見
る
と
、
関
東
（
京
浜
を
含
む
）
は
全
国
生
産
額
の
四
O
%
を
占
め
、
近
畿
（
阪
神
を
含
む
〉
の
二
O
%
、
中
部
（
東

海
を
含
む
）
の
一
四
%
、
中
国
の
一
一
%
を
は
る
か
に
引
離
し
て
い
る
。
重
化
学
工
業
の
全
国
生
産
額
に
占
め
る
関
東
の
比
重
（
四

O
%
）
は
、
前
節
で
見
た
重
化
学
工
業
全
国
就
業
者
に
占
め
る
そ
の
比
重
（
三
六
%
）
を
越
え
る
も
の
で
、
他
地
域
に
比
べ
て
関
東

の
生
産
性
が
高
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ハ
ち
な
み
に
、
近
畿
は
就
業
者
比
二
二
%
に
対
し
生
産
額
比
二
O
%
、
中
部
は
就
業
者
比

二
一
%
に
対
し
生
産
額
比
一
四
%
、
中
国
は
就
業
者
比
七
%
に
対
し
生
産
額
比
一
一
%
。
）

各
地
域
の
中
間
需
要
と
最
終
需
要
の
比
率
を
比
較
す
る
と
、
・
関
東
の
中
間
需
要
は
六
四
%
で
他
地
域
に
比
べ
て
と
く
に
低
く
、
最

終
需
要
は
四
O
%
で
各
地
域
中
最
大
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
他
地
域
の
重
化
学
工
業
製
品
が
よ
り
中
間
製
品
的
性
格
を
強
く
も
つ

の
に
対
し
、
関
東
の
そ
れ
が
よ
り
最
終
製
品
的
性
格
を
強
く
も
っ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
関
東
の
最
終
需
要
額
は
全
国
総
額
の

四
五
%
を
占
め
、
関
東
が
全
国
重
化
学
工
業
の
迂
回
生
産
経
路
に
お
け
る
集
約
部
面
の
最
大
拠
点
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
最

終
需
要
の
内
訳
け
を
見
る
と
、
関
東
は
家
計
消
費
に
お
い
て
全
国
総
額
の
四
七
%
、
一
般
政
府
消
費
に
お
い
て
四
一
%
、
資
本
形
成
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第5表A十l表

的。同

(1）軍の他要す率凶）学地域工億は業へ円中品の
(3）移（（1出）ー超（2過）） (4）~域5か~，の謹走参入 守東比警率向け喜護多凶自の

｛雪東璽鍾工品移 に
める 続

需移（ 計内（を 1~ 問 移（マイナスは の比率めら への移 比
入超過） 率

比と る移出（%の】

（億円） （%） く%〕 く%〉

北海道 4, 117 (25. 8) 8,858 (42.7) - 4,741 3. 1 44.9 6.9 

東 北 9,145 (39.0) 15, 255 (51. 6) . - 6,110 s:s 57.8 14.8 

関 東 56,044 (22.7) 60,199 (23.9) - 4,115 

中 部 39,586 (43.1) 36, 705 ( 41. 2) 2,881 29.4 44.8 26.2 

近 畿 54, 115 (38. 3) 45,832 (34.4) 8,283 32. 2 35.8 28.7 

中 国 32,417 (37.9) 21,443 (28.8) 10,974 14.0 25.9 9.5 

四 国 9,670 (57.0) 10,778 (59.6) - 1,108 2.8 17.5 3.9 

九 州 15, 688 (31. 3) 21,974 (39. 0) - 6,286 9.0 34.4 9.4 

frp 縄 1,445 (55.7) 1,184 (50.8) 261 0.8 32.4 0.5 
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て
、
さ
き
に
指
摘
し
た
関
東
重
化
学
工
業
内
部
に
お
け
る
分
業
H
結
合
の
密
度
の
濃
さ
を
示
す
も
の
に
他
な
ら
な
い
。

だ
が
同
時
に
関
東
は
他
地
減
と
の
取
引
に
お
い
て
も
大
き
な
特
色
を
も
っ
て
い
る
。
第
五
表
A
付
表
、
第
一
・
ニ
欄
は
各
地
域
の
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重
化
学
工
業
品
の
移
出
入
を
表
す
も
の
で
あ
る
が
、
関
東
は
移
出
入
の
比
率
は
最
低
だ
と
は
い
え
、
絶
対
額
で
は
何
れ
も
最
高
の
値

い
を
示
し
、
関
東
と
の
取
引
が
各
地
域
間
取
引
の
主
軸
を
な
し
て
い
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
各
地
域
の
移
出
入
の
差

額
を
見
る
と
ハ
第
三
欄
）
、
北
海
道
・
東
北
・
四
国
・
九
州
等
、
重
化
学
工
業
の
未
発
達
な
地
域
が
移
入
超
過
に
な
っ
て
い
る
の
は

当
然
と
し
て
、
関
東
は
最
大
の
生
産
拠
点
で
あ
り
な
が
ら
な
お
四

O
O
O億
円
余
の
移
入
超
過
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に

対
し
中
国
・
近
畿
・
中
部
、
と
く
に
前
二
者
は
極
め
て
大
き
な
移
出
超
過
を
記
録
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
中
国
・
近
畿
・
中
部

は
重
化
学
工
業
の
生
産
拠
点
で
は
あ
っ
て
も
自
己
地
域
内
の
取
引
が
弱
く
、
そ
の
製
品
〈
素
材
・
中
間
製
品
）
の
多
く
を
他
地
域

に
、
と
り
わ
け
関
東
に
移
出
す
る
「
素
材
的
生
産
財
供
給
基
地
」

ハ
川
島
哲
郎
「
阪
神
工
業
地
幣
の
特
質
と
そ
の
現
状
｜
い
わ
ゆ
る
『
経
済

的
地
盤
沈
下
』
問
題
を
中
心
に
」
、
『
地
理
』
第
七
巻
第
一
号
、
三
五
ペ
ー
ジ
）
と
い
う
性
格
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
向
付
表

第
四
欄
に
よ
れ
ば
、
関
東
の
重
化
学
工
業
品
の
移
入
先
は
近
畿

・
中
部
・
中
国
が
大
き
く
、
九
州
・
東
北
が
こ
れ
に
次
ぐ
。
そ
し
て

第
五
欄
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
諸
地
域
か
ら
関
東
へ
の
移
出
額
は
当
該
地
域
の
移
出
計
の
う
ち
二
六
J
五
八
%
を
占
め
、
こ
れ
ら
諸
地

核
が
関
東
へ
の
移
出
に
大
き
く
依
存
し
て
い
る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
他
方
、
関
東
か
ら
の
移
出
は
多
く
近
畿
・
中
部
・
東
北
に

向
け
ら
れ
て
お
り
（
第
六
欄
〉
、
関
東
は
こ
れ
ら
諸
地
域
を
自
己
の
重
化
学
工
業
の
延
長
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
か
ら
、
関
東
重
化
学
工
業
は
、
そ
の
，裾
野
を
広
く
全
国
に
ハ
近
畿
・
中
部
・
中
国
・
九
州
・
東
北
に
）
拡
げ
、
そ
こ
か
ら
素

材
・
中
間
製
品
を
吸
収
し
つ
つ
、
濃
密
な
自
己
地
域
内
取
引
の
網
を
通
じ
て
最
終
製
品
に
仕
上
げ
、
ご
く
一
部
を
他
地
域
の
最
終
工

程
に
委
ね
る
と
い
う
体
制
を
築
き
あ
げ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
前
述
の
ご
と
く
重
化
学
工
業
は
主
と
し
て
生
産
手
段
生
産
部
門
で

あ
っ
て
、
そ
の
内
部
取
引
は
再
生
産
表
式
に
お
け
る
第
I
部
門
の
内
部
循
環
に
ほ
ぼ
該
当
す
る
の
で
あ
る
が
、

日
本
に
お
け
る
第
I



部
門
の
内
部
循
環
は
、
こ
の
よ
う
に
関
東
を
主
軸
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
関
東
を
主
軸
と
す
る
日
本
重
化
学
工
業
の
循
環
を
、
そ
の
大
き
な
柱
を
な
す
鉄
鋼
業
と
機
械
工
業
に
つ
い
て
検
討
し
ょ

う
（
第
五
表
B
・
C
〉。

第
五
表
B
に
よ
れ
ば
、
鉄
鋼
生
産
額
の
う
ち
第
一
位
は
関
東
（
二
七
%
）
で
あ
る
が
、
近
畿
も
こ
れ
と
肩
を
並
べ
、
中
国
・
九
州

・
中
部
が
こ
れ
に
続
く
生
産
地
域
と
な
っ
て
い
て
、
関
東
へ
の
過
度
集
中
を
特
徴
と
す
る
重
化
学
工
業
の
な
か
で
は
比
較
的
に
地
方

分
散
的
な
姿
を
と
っ
て
い
る
。
そ
の
販
路
構
成
を
見
る
と
、
鉄
鋼
最
終
需
要
は
殆
ど
輸
出
か
ら
成
る
。
生
産
額
に
占
め
る
輸
出
の
比

率
は
関
東
が
最
大
で
、
総
輸
出
額
に
占
め
る
関
東
の
比
重
（
三
二
%
）
は
総
生
産
額
に
占
め
る
と
比
重
〈
ニ
七
%
）
よ
り
も
高
い
。

関
東
は
日
本
最
大
の
鉄
鋼
生
産
地
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
上
に
最
大
の
輸
出
基
地
な
の
で
あ
る
。

中
間
需
要
に
目
を
移
す
と
、
｜
｜
沖
縄
を
例
外
と
し
で
｜
｜
中
間
需
要
計
に
占
め
る
移
出
比
率
は
関
東
が
格
段
に
低
く
、
自
己
地

日本工業の地域構成と関東工業地帯

域
へ
の
販
売
比
率
は
関
東
が
格
段
に
高
い
。
重
化
学
工
業
全
体
に
つ
い
て
見
た
関
東
の
自
己
地
域
内
取
引
の
比
重
の
高
さ
は
、
鉄
鋼

の
場
合
よ
り
強
く
表
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
関
東
は
、
ま
た
他
地
減
か
ら
治
大
な
鉄
鋼
を
移
入
す
る
の
で
あ
っ
て
、
第
五
表
B
付
表

に
よ
れ
ば
関
東
の
移
入
超
過
額
は
九

O
O
O円
億
円
を
越
え
て
、
全
国
最
大
の
鉄
鋼
移
入
地
域
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
関
東
鉄
鋼

移
入
の
最
大
の
受
入
れ
先
は
近
畿
で
、
中
部
・
中
国
・
九
州
が
こ
れ
に
続
く
受
入
れ
先
と
な
っ
て
い
る
（
同
表
第
二
欄
）
。
移
出
元

の
方
か
ら
見
る
と
（
第
三
欄
）
、
四
国
・
沖
縄
を
除
く
全
国
各
地
域
が
鉄
鋼
移
出
の
三
割
J
五
割
を
関
東
に
向
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
関
東
は
、
近
畿
を
始
め
と
す
る
全
国
各
地
域
を
自
己
の
鉄
鋼
生
産
基
地
と
し
て
、
そ
こ
か
ら
治
大
な
鉄
鋼
を
移
入
し
、
自

己
地
域
で
生
産
し
た
鉄
鋼
の
殆
ど
を
自
己
地
域
内
で
購
入
し
、
最
大
の
輸
出
基
地
と
し
て
生
産
額
の
一
五
%
を
輸
出
に
振
向
け
る
他

は
、
機
械
そ
の
他
の
生
産
の
た
め
に
自
己
地
域
内
で
使
用
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
う
し
て
関
東
は
全
国
の
鉄
鋼
の
循
環
の
主
軸
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と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。



第5表B付表

「明超過？〉型地入｜（慨の臥嬬の比率2l1'>tt移自まの比2監率理官時
（億円） （%） 

北海道 203 5.5 51. 1 

ν東 オヒ 176 6.1 48.3 

関 東 - 9,340 一
中 部 - 1. 710 22.6 55.8 

近 畿 3,040 31. 4 40.9 

中 国 6,680 21. 3 31. 6 

四 園 - 1,086 1. 2 28.9 

九 州 2,569 11. 9 34.5 

f中 縄 181 o.o 0.0 

第
五
表
C
に
よ
れ
ば
、
機
械
〈
四
部
門
計
）
の
全
国
総
生
産
額
に
占
め
る
関
東

の
比
重
は
四
八
%
で
、
他
地
域
の
追
随
を
許
さ
ぬ
圧
倒
的
な
優
位
性
を
も
っ
。
機
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械
の
中
間
需
要
は
全
国
平
均
で
四
四
%
、
最
終
需
要
は
六
O
%
、
そ
の
内
訳
け
は

資
本
形
成
三
O
%
、
輸
出
ニ
一
%
、
家
計
消
費
九
%
で
、
こ
れ
ら
の
比
率
は
関
東

の
比
率
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
、
後
者
に
ほ
ぼ
等
し
い
。
わ
が
国
機
械
工
業
の
生
産

と
流
通
に
お
け
る
関
東
の
決
定
的
な
位
置
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

中
間
需
要
に
目
を
移
す
と
、
こ
こ
で
も
、
中
間
需
要
計
に
占
め
る
移
出
計
の
比

率
に
お
い
て
｜
｜
北
海
道
を
例
外
と
し
て
｜
｜
関
東
は
最
低
、
自
己
地
域
内
の
販

売
比
率
に
お
い
て
関
東
は
最
高
で
、
関
東
機
械
工
業
の
地
域
内
取
引
へ
の
依
存
度

の
深
さ
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
だ
が
移
出
入
の
様
相
は
鉄
鋼
業
と
は
大
き

4
呉
る
。
第
五
衰
C
付
表
に
よ
れ
ば
、
関
東
は
機
械
の
移
出
・
移
入
と
も
に
最
大

値
を
示
す
が
、
そ
の
差
額
は
鉄
鋼
の
場
合
と
は
逆
に
六
四
O
O
億
円
の
大
幅
な
移

出
超
過
と
な
っ
て
い
る
。
関
東
の
機
械
移
入
は
近
畿
か
ら
を
最
大
と
し
、
中
部
・

東
北
・
中
国
か
ら
も
多
く
受
入
れ
て
い
る
・
ハ
同
表
第
四
欄
）
が
、
関
東
向
け
機
械

移
出
は
移
出
元
各
地
域
の
移
出
計
の
う
ち
か
な
り
の
比
重
を
占
め
（
同
表
第
五
欄

に
よ
れ
ば
、
東
北
で
七
六
%
、
中
部
で
四
四
%
、
近
畿
で
三
九
%
〉
、
こ
れ
ら
諸
地

域
の
機
械
工
業
が
関
東
へ
の
移
出
に
大
き
く
依
存
し
て
い
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い

る
。
他
方
、
関
東
か
ら
の
機
械
移
出
は
近
畿
を
筆
頭
と
し
て
中
部
・
中
国
・
東
北
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第5表C付表

由。H

(1）機械の他は出〔億地中円域間） (2腫か中~冊級間ら〉比投のの内之他移入す率（は億入犠計地（る円9績移6械を〉） 

(3）移移（tl入出マト超超イ（2過過ナ｝〉） ス6ま
仏）関計東域のに機か占械め移る(5）移各地域計東のに機け占械め(6醐各出計東被比のに機率向占械め鯵る（η移各る入地関域計東の機占械への移 にめ
入各地 らの る関出 率向 移 地 け移 か率らの

を千率里を 1凹

移入の比率 出の比 出の 移入の比

る移出の
比 入の

（%） （億円） (%) （%〕 （%〕 く%）

北海道 329 (11. 8) 2,127 (46.4) - 1,798 0.8 40.4 3.8 42.4 

東 北 2,486 (36.3) 3,769 (46.4) - 1,283 10. 7 75.8 8.3 52. 7 

関 東 24,055 (27.8) 17,654 (22.0) 6,401 

中 部 14,008 (45.7) 12,480 (42.9) 1,528 34.6 43.5 30.3 58.5 

近 畿 17,145 (52.1) 14,586 (48.0) 2,559 38.1 39.3 30.9 51. 0 

中 国 4, 715 (45. 8) 7,320 (56.7）・ 2,605 8.1 30.~ 11. 8 38.6 

四 国 I°,198 (40.9) 2,918 (62.8〕 - 1,720 1. 7 25.7 4.7 38.4 

九 州 2,920 (36.0) 5,684 (52.2) - 2,764 6.0 36.5 9.8 41. 4 

1中 縄 。 321 (56. 6) 321 o.o 0.0 0.5 38.0 
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こ
う
し
て
、
わ
が
国
重
化
学
工
業
の
最
大
拠
点
た
る
関
東
は
、
鉄
鋼
を
中
心
と
す
る
素
材
を
全
国
各
生
産
拠
点
か
ら
受
入
れ
、
機

械
工
業
に
つ
い
て
周
辺
諸
地
核
と
の
間
で
活
発
を
移
出
入
の
取
引
の
網
を
く
り
ひ
ろ
げ
な
が
ら
、
自
己
地
域
内
の
取
引
密
度
を
高
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め
、
重
化
学
工
業
中
間
製
品
な
ら
び
に
最
終
製
品
の
流
通
の
主
軸
た
る
役
割
を
演
じ
て
い
る
。

× 

× 

× 

以
上
わ
れ
わ
れ
は
、
戦
後
高
度
蓄
積
過
程
を
通
じ
て
、
戦
前
来
の
京
浜
工
業
地
帯
が
関
東
工
業
地
帯
へ
と
拡
大
し
、
こ
れ
が
製
造

業
就
業
者
総
数
の
三
二
%
、
重
化
学
工
業
就
業
者
総
数
の
三
六
%
、
重
化
学
工
業
巨
大
事
業
所
の
従
業
者
総
数
の
三
八
%
、
重
化
学

工
業
総
生
産
額
の
四
O
%
を
集
中
し
、
日
本
工
業
の
生
産
と
流
通
の
主
軸
と
な
っ
た
こ
と
を
見
た
。
全
国
総
面
積
の
九
%
に
満
た
ぬ

関
東
へ
の
こ
の
経
済
力
の
集
中
は
ま
さ
に
異
常
と
言
う
他
は
な
い
。
こ
の
関
東
に
凝
集
さ
れ
た
巨
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
こ
そ
、
戦
後
日

本
の
重
化
学
工
業
の
高
度
蓄
積
を
リ
ー
ド
し
、
そ
の
強
い
国
際
競
争
力
を
培
養
し
て
き
た
推
進
力
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
同

時
に
人
口
の
過
度
集
中
を
と
も
な
い
、
過
密
と
過
疎
を
生
み
、
人
間
と
自
然
と
の
物
質
代
謝
過
程
を
撹
乱
す
る
ま
で
に
至
っ
て
い

る
。
戦
後
高
度
蓄
積
が
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
か
つ
て
な
い
形
態
の
経
済
危
機
を
醸
成
し
、
資
本
主
義
経
済
体
制
そ
の
も
の

の
帰
趨
が
間
わ
れ
て
い
る
い
ま
、
関
東
へ
の
過
度
集
中
を
も
た
ら
し
た
よ
う
な
戦
後
重
化
学
工
業
の
構
築
の
あ
り
方
そ
の
も
の
に
、

す
な
わ
ち
、
勤
労
者
の
消
費
拡
大
に
根
ざ
し
、
軽
工
業
と
農
業
の
順
当
な
発
展
に
依
拠
し
て
各
地
域
で
多
様
に
進
め
ら
れ
た
の
で
は

な
く
、

ア
メ
リ
カ
と
の
連
関
の
下
で
、
政
府
の
強
力
な
育
成
策
に
よ
っ
て
、
軽
工
業
・
農
業
を
と
り
残
し
つ
つ
独
走
的
に
展
開
さ

れ
、
し
た
が
っ
て
ま
た
局
地
的
に
集
中
化
さ
れ
た
重
化
学
工
業
の
建
設
の
あ
り
方
そ
の
も
の
に
、
本
格
的
な
メ
ス
が
加
え
ら
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
本
稿
は
そ
の
よ
う
な
本
格
的
な
分
析
の
た
め
の
準
備
の
一
つ
に
過
ぎ
な
い
。
他
日
を
期
し
た
い
。




